
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

羽 村 市 環 境 方 針              
 

1 基本理念 

羽村市は、清流多摩川に育まれ、武蔵野の面影が残る水と緑に恵まれたまちです。 

この貴重な財産を、より豊かにして未来の市民へと伝えていくためには、市民・事業

者・市が一体となって、環境に配慮したまちづくりを進めることが必要です。 

今日の環境問題は、社会全体で取り組まなければ解決できない課題となっており、地

球規模で考え地域から活動していくことが重要です。 

このため羽村市は、環境マネジメントシステムを導入することによって、率先して環

境問題に取り組んでいきます。 

さらに、このシステムにより職員一人ひとりが環境に対する意識を高め、工夫を凝ら

し、行政サービスの向上に努めていきます。 

2 基本方針 

羽村市は、環境に配慮した事務・事業を推進し、継続的に環境の保全・改善に取り組

み、将来の世代へより良い環境を継承します。 

（1）市の環境保全等に関する計画を推進します。 

（2）省エネルギー、省資源、リサイクルを推進します。 

（3）環境に配慮した物品の購入に努めます。 

（4）環境関連法令を遵守し、汚染の予防に努めます。 

（5）環境目的・環境目標を定め、定期的に見直しを行い、継続的な改善に努めます。 

（6）環境方針に沿った活動を継続的に推進するため、職員に対して、環境に関する研

修と周知を行うとともに、職員の自発的な環境意識の高揚を図ります。 

（7）環境方針及び環境マネジメントシステムに基づく活動結果を公表します。 

 

平成 15 年 4 月 16 日 

    

   

羽 村 市 長 
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第 1 章 羽村市の概要 

１ 地勢 

羽村市は、都心部から西に約 45km、武蔵野台地の一角、多摩川の河岸段丘上に位置しています。 

南西から北西にかけては青梅市、北から北東にかけては瑞穂町、南東は福生市、南はあきる野市に

接しており、その広さは東西に約 4.23km、南北に約 3.27km、行政面積は 9.90km2、行政面積の

一部を米軍横田基地が占めています。また、羽村市の標準経緯点を羽村市役所（緑ヶ丘五丁目 2 番地

1）とした場合、北緯 35 度 46 分、東経 139 度 19 分となります。 

 標高の最高地点は羽村草花丘陵の浅間神社付近で 235ｍ、平地の最高地点は小作駅北西付近の 171

ｍ、最低地点は下河原の 118ｍで、平地部分の標高差は約 53ｍであり、北西から東南にかけて緩い

傾斜になっています。 

 地質面から羽村市を見ると、火山灰層の風化した立川段丘（立川ローム層）と多摩川の作った沖積

層からなり、それを多摩川が浸食して河岸段丘を形作っています。 

そのため、五ノ神、小作、羽村、川崎、根がらみ崖線などの段丘崖が多く、この地方の方言では「は

け」と呼ばれ、羽村市の地形の特色をなしています。気候については、関東型標準気候区である東京

の気候に準じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区    分 
人 口 うち外国人登録人口 

総 人 口 性 別 外国人登録 性 別 

人    口 56,281 人 
男 28,541 人 

1,151 人 
男 488 人 

女 27,740 人 女 663 人 

 年少人口（14 歳以下） 7,362 人 （ 13.1 %） 総人口に占める外国人の割合 

 生産年齢人口 35,276 人 （ 62.7 %） 1.9 % 

 老年人口（65 歳以上） 13,643 人 （ 24.2 %）  

世 帯 数 25,398 世 帯 476 世 帯 

（平成 28 年 3 月３１日現在）  

羽村市 



2 
 

２ 羽村市の環境行政の現況について 

（１）羽村市環境基本条例 

羽村市の環境の全分野にわたる基本理念を定め、市、市民、事業者の責務を明らかにし、環境保全に

関する施策の基本となる環境基本計画の策定や地球環境の保全、市、市民、事業者の協働などによる、

環境保全のための制度や政策に関する基本方針を示した「羽村市環境基本条例」を平成 13 年 12 月

に制定し、平成 14 年 4 月に施行しました。条例は、環境の保全・回復・創出についての基本理念を

次のように掲げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）羽村市環境とみどりの基本計画 

自然を損なわずに、現在及び将来の市民が、健康で安全な生活を営むことのできる良好な環境を確

保するため、平成 13 年 3 月に「羽村市環境基本計画」を策定し、5 年後の平成 19 年 3 月に見直し

を行いました。見直しにあたっては、羽村市長期総合計画後期基本計画との整合を図り、社会情勢の

変化を踏まえることを基本とし、主な指標のうち数値化できるものについては数値目標を掲げ、推進

してきました。 

平成 26 年 3 月には環境基本計画、みどりの基本計画、生物多様性地域戦略を統合した「羽村市環

境とみどりの基本計画～環境・みどり・生物多様性を包括的に進める はむらプラン～（計画期間 H26

～H35）」を策定し、平成 26 年度から運用を開始しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(基本理念) 

第３条 環境の保全等は、市民及び事業者が健康で安全かつ快適な生活を営むうえで必要とする良好

な環境を確保し、これを将来の世代へ継承していくことを目的として行われなければならない。 

２ 環境の保全等は、循環型社会を基調とした、環境への負荷が少なく自然との調和のとれた社会を

構築するため､すべてのものの積極的な取組みにより推進されなければならない。 

３ 環境の保全等は、地域の環境が地球全体の環境と密接に関わっていることから、すべてのものが

日常生活や事業活動において自らの問題として認識し、地球環境に配慮した自発的な取組みにより

推進されなければならない｡ 

（環境基本計画の基本理念） 

人と自然との共生をめざし、川や緑を守り育て、水や空気や土を汚さず、 

健康で安全にくらし続けられるまち 羽村 

（基本目標） 

都市環境分野 ～自然と都市が調和し、資源がめぐる、みらいへつなぐまち～ 

自然環境分野 ～人と自然と生物が調和しながらめぐる、うるおいのまち～ 

地球環境分野 ～みんなと地球にやさしい、スマートなまち～ 

環境情報分野 ～すべての人が環境を考え、学び、助け合う、実践・行動のまち～ 
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３ 羽村市の環境マネジメントシステムの歩み 

（Environment Management System：EMS） 

市では、平成12年8月に国際規格である「ISO14001環境マネジメントシステム（EMS）」

の認証取得し、環境マネジメントを行ってきました。その後、平成 22 年 4 月からは、独自

の EMS「エコクリはむら」の運用を進めてきました。 

平成 25 年 6 月には、より合理的かつ効果的なマネジメントを実行するため、「地球温暖化

対策の推進に関する法律」による「地球温暖化対策実行計画（事務事業編）」、「エネルギーの

使用の合理化に関する法律」による管理規定、「エコクリはむら」によるマネジメント、グリ

ーン購入法による調達方針を統合した、「エネルギー使用の合理化及び地球温暖化対策統合実

行計画」を策定し、様々な環境負荷低減施策を実行しています。 

 

羽村市エネルギーの合理化及び地球温暖化対策統合実行計画 

（１）計画の目的 

「羽村市エネルギー使用の合理化及び地球温暖化対策統合実行計画」（以下「本計画」という。）は、

エネルギーの使用の合理化に関する法律第 3 条第 1 項により、特定事業者が義務付けられているエネ

ルギーの使用の合理化のためにエネルギーを使用する者等が講ずべき措置に関する基本的な事項と、

地球温暖化対策の推進に関する法律第 20 条の 3 第 1 項基づき都道府県及び市町村に策定が義務付け

られている、事務事業からの温室効果ガスの排出量の削減のための措置に加え、市の環境マネジメン

トシステムである「エコクリはむら」を統合し、市域の地球温暖化対策の実行計画である「羽村市地

球温暖化対策地域推進計画」との整合を図り、中長期に渡り効果的に省エネルギー及び温室効果ガス

削減を実行するための計画として策定しました。 

羽村市の事務事業の実施に当たっては､本計画に基づきエネルギー使用の合理化及び温室効果ガス

排出量の削減目標の実現に向けてさまざまな取り組みを行い、省エネルギー化及び地球温暖化対策の

推進を図るとともに、市の率先した取り組みの成果等を広く PR していくことで、市民や事業者等の

省エネルギー化及び地球温暖化防止に向けた取り組みの更なる実践を促すことを目的とします。 

 

（２）計画の期間 

  平成25年度～平成27年度（一次計画） 

  平成 28 年度～平成 32 年度（二次計画） 

 

（３）計画の目標 

  市の施設から排出される温室効果ガスの総排出量を平成22年度比で16.5％削減します。 

  平成 22 年度比 16.45％減の数値は、平成 2 年度比 25％減と同じ数値です。 

平成22年度総排出量 5538.8 t-CO2 

平成27年度までの削減目標 457.0 t-CO2 

平成27年度の目標排出量 5081.8 t-CO2 

エネルギー使用量及び温室効果ガスの総排出量に係る年削減目標 

※ただし、前年が本目標に達していない場合には、これを加算する。 
1.65％ 
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市の施設から排出される二酸化炭素量は、平成 32 年度までに平成２年度に比べ２５％削減する計画です。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

基準年度 
東京都 

基準年度 
国基準年度 前期計画 

直近年度 
後期計画 
直近年度 

後期計画 
推計値 

後期計画 
目標値 

実 績 値 推計・目標値 

市域の地球温暖化対策の実行計画である「羽村市地球温暖化対策地域推進計画」では、平成３２年度

までに、平成 2 年度の二酸化炭素排出量から７％削減することを目標にしています。 

319 

2012 年度 

市域のおけるニ酸化炭素排出量の推移と削減の目標

値 

単位：キロトン 
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４ 環境とみどりの基本計画 施策の体系 

計画の基本目標計画の基本理念
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羽

村

地球環境分野

～みんなと地球にやさしい、スマートなまち～

すべての人が環境の大切さを考え、枯渇性資源を利用したエネルギー

の使用の合理化と再生可能エネルギーの利用拡大を進め、環境負荷の

少ない、地球と生物にやさしい、スマートなまちを創ります。

自然環境分野

～人と自然と生物が調和しながらめぐる、うるおいのまち～

先人より受け継いだみどり、多摩川や多様な生物が共生する生態系を

守るとともに、新たなみどりを育み、人と自然と生物が調和しながら

めぐる、うるおいあるまちを創ります。

都市環境分野

～自然と都市が調和し、資源がめぐる、みらいへつなぐまち～

大気汚染や騒音などによる生物への被害が少なく、ごみの少ない、い

ろいろな資源がめぐる、自然と都市が調和した、みらいへつなぐまち

を創ります。

環境情報分野

～すべての人が環境を考え、学び、

助け合う、実践・行動のまち～

すべての人がつながり、環境について自ら考え、ともに学び、ともに

助け合い、絆をもって、みんなが輝く環境のまちを創ります。
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方針1

環境・みどり・生物多様性に関する情報の発
信の推進

方針1

方針2

方針1

方針2

方針1

方針2

方針3

方針4

方針1

方針1

方針2

方針1

方針2

方針3

適正な水の循環（雨水の管理）

河川の保全

多摩川周辺の自然景観の保全
崖線のみどりの保全

方針1

行動方針

方針1

方針1

方針2

方針1

方針1

方針2

方針1

方針2

方針3

方針4

方針5

方針1

方針2

方針3

方針1

方針2

方針3

方針1

方針2

良好な地域環境の保全
地域環境における新たな問題への対応

ごみの不法投棄及びポイ捨ての防止
安全で快適な環境を損なう行為の防止
愛護動物の適正飼養
自然と調和した良好なまちなみの形成
みどりによる災害対策

3Rの推進

ごみの適正処理
グリーン購入の推進

既存のみどりの保全
歴史あるみどりの保全
新たなみどりの創出

都市農地の保全
田園によるみどりの保全（伝統的農の風景）

みどり豊かな地域に親しまれる公園の整備

水の有効利用、雨水の地下浸透、地下水の涵養に努める
とともに、多摩川の清流を守り、適正な水の循環を創出
します。

田園のみどりを保全し、いこいのあるまちを守ります。

みどりを守るため、地域とともに公園のみどりを保全
し、地域に親しまれる公園を整備します。

【 水 環 境 】

自然と都市が調和した、安全で快適な環境を損なう行為
を防止し、計画的かつ地区の特性に合ったまちなみを形
成し、未来につなぐ環境都市を目指します。

【 樹 林 ･ 緑 化 】
樹林地、歴史ある樹木など既存のみどりを保全するとと
もに、屋上や駐車場などの都市空間に新たなみどりを創
出します。

分野別項目と個別目標

【 田 園 】

【 公 園 緑 地 】

【 地 域 環 境 保 全 】

大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、騒音、振動、地盤沈
下、悪臭、有害化学物質、放射性物質、電磁波、光害な
ど、多くの人や生物に影響を与え、良好な地域環境の維
持に支障のある問題を防止し、地域環境を保全します。

【 生 活 環 境 】

3R（ﾘﾃﾞｭｰｽ：発生抑制、ﾘﾕｰｽ：再使用、ﾘｻｲｸﾙ：再生
利用）を推進し、ごみが少なく、資源を有効に利用し、
資源が循環するまちを創出します。

【 循 環 型 社 会 】

【 自 然 景 観 】

地域にあった多様な生物が共生する環境と、共生と循環
による自然のことわりに沿った行動を進め、人と自然が
共生するまちを目指します。

多摩川周辺の自然や田園風景、崖線のみどりなどの自然
環境の保全と再生に努めることによって美しい自然景観
を守り、うるおいのあるまちを目指します。

誰もが環境活動に携われるよう、地域と連携したみんな
で活動できる機会を充実し、環境活動が盛んなまちを創
出します。

【 人 材 育 成 】
環境学習、環境活動における引率的役割を担える人材を
育成するため、人材育成機会を創出します。

【地球温暖化対策】
地球温暖化を防止するため、羽村市地球温暖化対策地域
推進計画に基づき、取り組みを推進し、市域から生じる
温室効果ガスを削減します。

枯渇性資源を利用したエネルギーの使用の合理化と再生
可能エネルギーの利用拡大を図り、地球と生物にやさし
いエネルギー社会を目指します。

【 環 境 学 習 】
誰もが生涯を通じて環境を学べるよう、事業者、学校、
団体等と連携、協力、協働し、環境学習に積極的なまち
を創出します。

【 ｽ ﾏ ｰ ﾄ ﾗ ｲ ﾌ 】

多様な生物が共生できる環境の確保
在来生物の保全
外来種対策
市街地における生態系の確保

地球温暖化対策の推進

枯渇性資源を利用したエネルギーの使用の合
理化
再生可能エネルギーの利用拡大

スマートグリッド形成の研究と整備
スマート交通システムの研究と整備
次世代自動車とエネルギー供給インフラの推
進

多様な主体と連携してすすめる環境学習の推
進

【エネルギー対策】

ｽﾏｰﾄｸﾞﾘｯﾄﾞ、ｽﾏｰﾄ交通ｼｽﾃﾑなど先端の情報・環境技術
を積極的に導入し、市民生活の利便性を向上させつつ、
人がｽﾏｰﾄに暮らす、地球と生物にやさしいまちを創出し
ます。

多様な主体と協働した環境活動の推進
体験型環境活動の推進

地域環境リーダーの育成

【 生 物 多 様 性 】

【 情 報 発 信 】
環境に関する情報を収集し、適切に情報提供されるまち
を創出します。

【 環 境 活 動 】



7 
 

環境報告書のページの見方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「羽村市環境とみどりの

基本計画」における分野

です。 

「羽村市環境とみどりの

基本計画」における基本

目標です。 

「羽村市環境とみどりの

基本計画」における分野

別項目と個別目標です。 

「羽村市環境とみどりの

基本計画」における個別

目標を達成するために必

要な方針ごとに進捗状況

を示したものです。 

進捗状況マークについて 

   27 年度に指標の達

成度合いを達成し

ているもの 

    指標の達成度合い

には達していない

が前年度より良く

なっているもの 

    指標の達成度合い

に達しておらず、前

年度と状況が変わ

らないもの 

        指標の達成度合い

に達しておらず、

前年度より状況が

良くないもの 

※進捗状況マークの右側に

は前年度に比べ、進捗に

どの程度の変化があった

があったかを示していま

す。 

「羽村市環境とみどりの基本計画」における基本

目標を達成するために必要な方針に基づいて実施

した施策の結果を示しています。 
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１ 都市環境分野 

基本目標：自然と都市が調和し、資源がめぐる、みらいへつなぐまち 

大気汚染や騒音などによる生物への被害が少なく、ごみの少ない、いろいろな資源がめぐ

る、自然と都市が調和した、みらいへつなぐまちを創ります。 

 

 

 

 

 

 

 
 

良好な地域環境の保全の進捗 

管
理
指
標 

項目 26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

① 大気汚染 80.0% 80.0％ 80.0% 
    

② 悪臭 100% 100% 100%  

③ 水質汚濁 98.2% 98.2% 100%  

④ 土壌汚染 100% 100% 100% 
 

⑤ 騒音・振動 85.7% 85.7% 90.0%  

⑥ 地盤沈下 23,220 m3 22,902m3 26,500 m3  

⑦ 有害化学物質 1.09t／日 0.98t／日 0.74t／日  

① 大気汚染環境基準 5 項目、②は規制基準、③は水質汚濁環境基準 57 項目、④はダイオキシン・浅層地下水環境基準 5 項目、

⑤は一般環境騒音環境基準値、⑥は市域の地下水揚水量、⑦は東京都環境確保条例における適正管理化学物質の環境への排出量

とし、達成度合いは①から⑤は基準達成率を、⑥は現状までの状況を勘案し平均値、⑦は代替物質等を勘案し年平均▲2%を基

準とします 

 産業革命とともに、急速に発達した人と経済の活動は、環境の悪化という問題を顕在化させ、2度

の世界大戦などを経て、経済成長とともに、多種多様な環境問題を発生させました。 

日本の公害は、公害の原点ともいわれる、明治11年の足尾銅山の渡良瀬川汚染から社会問題化し、

重化学工業の進展とともに、熊本水俣病、新潟水俣病、イタイイタイ病、四日市喘息が次々に発生

し問題となりました。 

このような環境問題の拡大を受け、昭和 42 年 8 月に公害対策基本法が制定されると、公害 14 法

（大気汚染防止法、水質汚濁防止法、騒音規制法など）や悪臭防止法、自然環境保全法、振動規制

法などが次々と制定され、公害防止・抑制の法整備が進められるとともに、多くの人々の努力によ

って鉛、カドミウム等の有害物質による代表的な汚染は改善されてきました。 

しかしながら、近年では PM2.5 や酸性雨などの新たな問題も生じてきていることから、今後も市

民、事業者及び市が一体となって、良好な地域環境を保全していくことが必要です。 

方針 1 良好な地域環境の保全 

地 域 環 境 保 全 

大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、騒音、振動、地盤沈下、悪臭、有害化学物質、放射

性物質、電磁波、光害など、多くの人や生物に影響を与え、良好な地域環境の維持に

支障のある問題を防止し、地域環境を保全します。 

達成中 

横ばい 

達成中 

横ばい 

1.4%改善 

10%改善 

横ばい 
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１ 大気汚染 

（1）二酸化窒素（NO2）濃度の測定 

主要交差点等における大気の状況を監

視するため、年 2 回 16 地点において、

二酸化窒素濃度を測定しています。二酸

化窒素は自動車から排出された一酸化窒

素が空気中で酸化することにより発生し

濃度が高くなると人体に影響を及ぼす恐

れもあり、酸性雨の原因にもなります。 

測定方法 

 交差点近くにある電柱などに、フィル

ターを 24 時間とりつけ、フィルターに

付着した二酸化窒素の濃度を測定します

(フィルターバッジ法)。 

分析機関 

いであ株式会社 

調査結果 

第 1 回 平成 27 年 6 月 11 日（木）、12 日（金） 

0.012ppm から 0.025ppm (平均 0.018ppm) 

第 2 回 平成 27 年 12 月 14 日（月）、15 日（火） 

 0.012ppm から 0.025ppm (平均 0.018ppm) 

環境基準は「0.04ppm から 0.06ppm

のゾーン内またはそれ以下」ですが、すべ

ての地点で環境基準を達成しました。 

交差点付近において排出される自動車排気ガスの量がそのまま分析結果に反映されるとは限りま

せんが、調査地点のうち、付近を通過する自動車が少ない地点では、毎回低い数値が得られていま

す。 

（2）二酸化窒素（NO２）、二酸化硫黄（SO2）、浮遊粒子物質（SPM）濃度の判定 

一般環境大気の状況を監視するため、年

２回、市役所庁舎屋上において 7 日間連

続の二酸化窒素・二酸化硫黄・浮遊粒子状

物質の濃度の調査を行っています。 

NO2 は重油や灯油などの燃料が燃える

ときや特にディーゼル自動車から多く排

出されます。SO2 は重油や石炭などの燃

料に含まれる硫黄分が燃焼したときに発

生します。SPM はディーゼル自動車の排

ガス中に含まれています。これらの物質は

人体に影響し、光化学スモッグや酸性雨、

花粉症の大きな原因になると言われてい

ます。 

 

一般環境大気調査業務の様子 
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委託機関 

いであ株式会社 

調査結果 

【平成 27 年 8 月 19 日(水)～25 日(火)

平成 28 年 2 月 5 日(金)～11 日(木) 

実施】 

NO２、SO２、SPM について、すべて環

境基準を達成しました。 

NO2 及び SO2 は、期間を通し日中に比

較的濃度が高くなる傾向がみられ、これは

交通量の増加等による影響と思われます。 

右図は、測定 7 日間のうち最も高かっ

た日の NO2、SO2 及び SPM 測定値です。 

 

 

 

 

 

 

 

（3）大気中ダイオキシン類量及び土壌中ダイオキシン類毒性等量の調査 

大気中および土壌中のダイオキシン類の実態を把握するため、調査を行っています。 

調査時期は、大気は夏季と冬季の年 2 回、土壌は夏季に年 1 回です。 

調査場所については、大気は羽村市役所屋上と市内小中学校の 2 地点、土壌は富士見公園と市内

小中学校の 2 地点。調査方法は、大気は 1 週間の計測、土壌は表層土の採取・分析です。 

① 大気 （単位：pg-TEQ/m3） 

調査日 市庁舎屋上 羽村東小学校屋上 環境基準 

平成 27 年 8 月 19 日（水）～26 日（水） 0.015 0.016 0.6 

平成 28 年 2 月 5 日（金）～12 日（金） 0.012 0.015 0.6 

② 土壌 （単位：pg-TEQ/m3） 

調査日 富士見公園 羽村東小学校 環境基準 

平成 27 年 8 月 25 日（火） 0.020 0.016 1,000 

 

 

 

 

 

 

 

  
大気中のダイオキシン類調査業務

の様子 
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pH 電 pH 電 pH 電

7.3 8.0 5.3 3.0 7.8 4.0

5.0 6.0 5.5 3.0 - -

5.4 4.0 - - 6.7 2.0

- - 5.6 4.0 8.1 2.0

7.6 4.0 7.1 3.0 7.0 3.0

6.2 5.0 6.6 5.0 6.2 4.0

4.3 3.0 6.9 5.0 8.1 3.0

6.8 4.0 4.2 4.0 6.1 4.0

7.7 2.0 5.1 5.0 6.0 8.0

5.2 4.0 6.6 4.0 6.2 3.0

4.4 2.0 4.6 4.0 7.2 4.0

6.5 3.0 - - 6.4 3.0

6.1 3.0 7.0 2.0 6.4 2.0

6.5 3.0 6.4 3.0 6.6 3.0

5.0 4.0 - - 6.9 2.0

5.4 3.0 8.4 1.0 7.9 4.0

7.0 1.0 9.0 5.0 7.9 4.0

7.8 3.0 6.5 4.0 7.6 1.0

7.8 2.0 7.1 5.0 7.2 2.0

4.5 3.0 6.7 5.0 7.8 2.0

5.0 3.0 - - 6.2 1.0

5.5 2.0 6.8 4.0 8.6 2.0

5.1 4.0 7.0 4.0 7.0 2.0

5.2 2.0 - - 6.7 2.0

平均 6.0 3.4 6.4 3.8 7.1 2.9

 7月

 8月

 9月

 10月

 11月

 12月

 1月

 2月

 3月

25年度 26年度 27年度

 4月

 5月

 6月

月

（4）酸性雨 

 雨の酸性度を監視するため、年間を通し市役所庁舎屋上で採取した雨水の pH、電気伝導率を測定

しています。酸性雨とは工場・事業場の排煙、自動車の排ガス中に含まれている硫黄酸化物、窒素

酸化物等の大気汚染物質が大気中・雨滴中で酸化され、硫酸・硝酸等となって降水に取り込まれて

できた酸性度の強い雨のことをいいます。湖沼や河川に直接的な影響を与え、土壌、森林、建物等

への被害が考えられます。また、酸性度が高くなると眼や皮膚を刺激することもあります。 

測定方法 ろ過式採取装置（簡易測定） 

分析機器  ｐＨ測定器  （株）エムケー・サイエンティフィック製   ＰＣＴｅｓｔｒ３５ 

電気伝導率計 （株）エムケー・サイエンティフィック製    ＰＣＴｅｓｔｒ３５ 

調査結果  計測の結果「酸性雨」の基準である pH5.6 以下の値は計測されませんでした。電気伝導

率は 1 年を通し、1.0～8.0μs/cm(ﾏｲｸﾛｼﾞｰﾒﾝｽ/ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ)の値でした。 

  

※―は、雨量不足などによる欠測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酸性雨を pH でみると・・ 

 

  

電…電気伝導率 

電流を伝導する度合いを表す指標で、汚

濁が進むほど高い値を示します。 

電気伝導率 20 以下の雨…きれいな雨 

20～50 の雨…不純物がやや多い雨 

50～100 の雨…不純物が多い雨 

100 以上の雨…不純物がかなり多い雨 

として評価しています。 

ｐH４以下
やや強い酸性雨

ｐH２～３以下
針葉樹林に被害
が出る。

ｐH３～４以下
稲の発育に影響が
出る。

ｐH４～５以下
アサガオの花に
はん点ができる。

ｐ H ５ ～ ６
以下
魚 類に 影響
が出る。

ｐH  １ ｐH　２ ｐH　３ ｐH　４ ｐH　５ ｐH　６

バッテリー液(1.0) 胃液(1.5～2.0) 梅干(2.0)
レモン(2.5)
酢(3.0)

ジュース(3.2) 日 本 茶 (4.5 ～
6.0)
コー ヒー (5.0 ～
6.5)

牛乳(6.2)

ｐH５．６以下
酸性雨

ｐH２以下
生き物が生きていくのが難しくなる。

ｐH３以下
かなり強い酸性雨
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（5）光化学スモッグ 

光化学スモッグは工場や自動車等から排出される窒素酸化物や炭化水素が、太陽の光（紫外線）

で酸化され雲のようにたまったものをいいます。目がチカチカする、のどが痛くなるなどの症状が

出る場合があります。 

平成 27 年度の注意報発令回数は 4 回でした。 

発令区分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 
多摩

西部 

東京

都内 

学校情報 0 4 1  8 3 0 16 25 

注意報 0 1 0 2 1 0 4 14 

警 報 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（6）旧廃棄物処分地の排出ガスについて 

現在、羽村市動物公園の駐車場として使用されている場所(羽 4165)には、昭和 40 年代から 50

年代にかけて廃棄物が埋め立てられました。その地中からの発生するガス（嫌気性発酵によるメタ

ンガス等）がパイプを通じて集められ、排出口から大気へと拡散しています。旧廃棄物処分地にお

ける排出ガスの状況を監視するため、年 1 回メタンの濃度を測定しています。 

委託機関 

株式会社むさしの計測 

調査結果【平成 27 年 7 月 23 日（火）実施】 

 排出口からのガス排出量は、メタンが約 5％含まれており、現在も廃棄物中の有機物が腐敗してい

ると考えられます。敷地境界では定量下限値 0.1ppm 以下で問題ありませんでした。 
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2 悪臭  

 悪臭については、市内巡回するとともに、苦情申し立てや

悪臭発生事故の通報があった際に、規制基準を超過する恐れ

がある場合に測定を行っています。 

 平成 27 年度は、測定を必要とする事故等はありませんでした。 

 ※測定方法：三点比較式臭袋法 

 

3 水質汚濁 

 （1）多摩川水質調査 

多摩川の水質を監視するため、水質汚濁に係る環境基準項目などの調査を行っています。 

環境基準項目には、人の健康の保護に関する項目（鉛ほか）や、生活環境の保全に関する項目（BOD

ほか）があり、毎年 2 回、多摩川流域の 19 区市で組織する多摩川水系水質監視連絡協議会におい

て、調査日、調査項目や方法を統一した合同調査を実施しています。 

調査場所 多摩川上流域（環境基準 A 類型地点） 

最上流端(青梅市との境界付近)、中流(宮の下運動公園付近)、最下流端(福生市との境界付近)  

環境基準類型 

水質汚濁に係る環境基準では、その場所の汚

濁状況や利水目的により、河川 AA から E まで

の「類型」があり、類型ごとに環境基準が定め

られています。多摩川の類型は、青梅市和田橋

より上流が AA、青梅市和田橋から昭島市拝島

橋までが A、昭島市拝島橋より下流が B です。 

調査機関 

株式会社環境管理センター 

調査結果 

【平成 27 年 6 月 4 日（木）、8 月 6 日（木）、 

11 月 5 日（木）、平成 28 年 2 月 4 日（木） 

実施】 

 

平成 27 年度は大腸菌群数以外の項目について

は環境基準値以内であり、重金属類はすべて検出

されませんでした。重金属類は、過去においても

検出されていません。 

平成 27 年 11 月に実施した調査において、大

腸菌群数が、最上流地点 1,400 (MPN/100ml) 

が環境基準値を超過しました。 

測定を 3 地点同日に行うことで、多摩川の大腸

菌群数の地点ごとの傾向も把握できました。 

右図の BOD 経年変化は、「生物化学的酸素要求

量」の測定値です。生物化学的酸素要求量とは、

水中の汚濁物質が微生物によって分解される際に

必要な酸素量のことで、測定値が高いほど汚濁し

ているといえます。測定結果からは多摩川の水質

が良好であると考えられます。 

 

多摩川上流地点 

（多摩川橋付近） 

多摩川中流地点 

（郷土博物館付近） 

三点比較式臭袋法の分析の様子（参考） 

図中の調布橋（青梅市）と拝島橋（昭島市）

の値は、東京都の測定結果を引用 
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9:20 9:50 11:30 9:30 10:00 10:30 9:50 10:25 11:30 9:25 10:05 10:45

最上流 中流 最下流 最上流 中流 最下流 最上流 中流 最下流 最上流 中流 最下流 －

晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 晴 －

℃ 23.4 27.2 24.7 28.8 31.5 28.5 14.6 16.4 16.6 2.8 7.5 8.2 －

℃ 16.6 17.2 19.5 19.6 20.6 22.6 13.3 13.6 15.3 4.9 6.2 6.6 －

－ 淡青緑色 淡青緑色 淡黄緑色 淡黄緑色 淡黄緑色 淡黄緑色 淡青緑色 淡緑青色 淡緑青色 無色 無色 無色 －

－ 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 無臭 微川藻臭 無臭 －

度 >50 >50 >50 >50 >50 >50 >50 >50 >50 >50 >50 >50 －

mS/m 10.3 12.3 10.8 9.9 9.8 10.5 10.5 10.7 11.1 16.0 11.9 11.5 －

－ 8.0 7.9 8.2 8.0 8.1 8.3 7.8 7.8 7.8 7.9 7.9 8.1 6.5以上8.5以下

mg/L <0.5 <0.5 <0.5 0.5 0.5 <0.5 <0.5 0.6 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 2以下

mg/L 1.8 1.2 1.5 1.8 1.8 1.6 1.2 1.0 1.3 1.3 1.5 1.6 －

mg/L 1 <1 1 <1 1 1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 25以下

mg/L 10.8 10.6 10.0 12.5 12.2 11.9 10.9 10.8 10.7 14.1 14.4 14.0 7.5以上

MPN/100mL 140 49 49 490 490 790 1400 330 330 33 23 33 1000以下

mg/L 0.99 0.54 0.53 0.68 0.61 0.58 0.61 0.62 0.63 0.60 0.62 0.66 －

mg/L 0.011 0.011 0.013 0.011 0.008 0.008 0.010 0.010 0.008 0.006 0.005 0.005 －

mg/L － － 0.002 － － － － － <0.001 － － － 0.03以下

mg/L － － <0.00006 － － － － － <0.00006 － － － 0.001以下

mg/L － － <0.0006 － － － － － <0.0006 － － － 0.03以下

mg/L － － <0.0003 － － － － － <0.0003 － － － 0.003以下

mg/L － － <0.01 － － － － － <0.01 － － － 検出されないこと

mg/L － － <0.001 － － － － － <0.001 － － － 0.01以下

mg/L － － <0.005 － － － － － <0.005 － － － 0.05以下

mg/L － － <0.001 － － － － － <0.001 － － － 0.01以下

mg/L － － <0.0005 － － － － － <0.0005 － － － 0.0005以下

mg/L － － <0.0005 － － － － － <0.0005 － － － 検出されないこと

mg/L － － <0.0005 － － － － － <0.0005 － － － 検出されないこと

mg/L － － <0.0002 － － － － － <0.0002 － － － 0.02以下

mg/L － － <0.0002 － － － － － <0.0002 － － － 0.002以下

mg/L － － <0.0002 － － － － － <0.0002 － － － 0.004以下

mg/L － － <0.0002 － － － － － <0.0002 － － － 0.1以下

mg/L － － <0.0002 － － － － － <0.0002 － － － 0.04以下

mg/L － － <0.0002 － － － － － <0.0002 － － － 1以下

mg/L － － <0.0002 － － － － － <0.0002 － － － 0.006以下

mg/L － － <0.001 － － － － － <0.001 － － － 0.03以下

mg/L － － <0.0002 － － － － － <0.0002 － － － 0.01以下

mg/L － － <0.0002 － － － － － <0.0002 － － － 0.002以下

mg/L － － <0.0006 － － － － － <0.0006 － － － 0.006以下

mg/L － － <0.0003 － － － － － <0.0003 － － － 0.003以下

mg/L － － <0.0003 － － － － － <0.0003 － － － 0.02以下

mg/L － － <0.0002 － － － － － <0.0002 － － － 0.01以下

mg/L － － <0.001 － － － － － <0.001 － － － 0.01以下

mg/L 0.48 0.48 0.43 0.58 0.52 0.49 0.56 0.57 0.55 0.52 0.52 0.53 10以下

硝酸体窒素 mg/L 0.48 0.48 0.43 0.58 0.52 0.49 0.56 0.57 0.55 0.52 0.52 0.53 －

亜硝酸体窒素 mg/L <0.002 <0.002 <0.002 0.002 0.002 0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 －

mg/L 0.04 0.03 0.05 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 <0.02 0.02 0.04 0.04 0.8以下

mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01 <0.01 <0.01 1以下

mg/L － － <0.005 － － － － － <0.005 － － － 0.05以下

mg/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 －

mg/L 0.03 <0.01 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 －

mg/L 0.004 0.004 0.003 0.006 0.008 0.004 0.007 0.006 0.006 0.005 0.004 0.004 －

mg/L <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 －

m 3/s － － 1.80 － － － － － 2.14 － － － －

全クロム

アンモニウム体窒素

りん酸体りん

ＭＢＡＳ

流    量

ベンゼン

セレン

硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素

ふ っ 素

ほう素

1,4-ジオキサン

トリクロロエチレン

テトラクロロエチレン

1,3-ジクロロプロペン

チウラム

シマジン

チオベンカルブ

四塩化炭素

1,2-ジクロロエタン

1,1-ジクロロエチレン

シスｰ1,2-ジクロロエチレン

1,1,1-トリクロロエタン

1,1,2-トリクロロエタン

六価クロム

砒   素

総水銀

アルキル水銀

ＰＣＢ

ジクロロメタン

全亜鉛

ノニルフェノール

直鎖ｱﾙｷﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝｽﾙﾎ

ﾝ酸及びその塩

カドミウム

全シアン

鉛

ＣＯＤ

ＳＳ

ＤＯ

大腸菌群数

全 窒 素

全 燐

色    相

臭    気

透視度

電気伝導率

ｐＨ

ＢＯＤ

    項目

採水位置

（羽村地区多摩川）

天    候

気    温

水    温

 年月日　

単位

平成27年度

基準値 * 1時刻　 H27.6.4 H27.8.6 H27.11.5 H28.2.4

多摩川水質調査結果の詳細 
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（2）地下水水質調査 

地下水汚染の状況を監視するため、6 地点を年 2 回、重金属や有機塩素系化合物など環境基準項目

26 項目及び pH、ヘキサン抽出物質の測定をしています。 

調査機関 

株式会社環境管理センター 

調査結果【平成 27 年 5 月 27 日（水）、11 月 30 日（月）実施】 

  全地点で環境基準値

内でした。 

  右図は、平成 26 年度

以降の硝酸性窒素及び亜

硝酸性窒素の測定値を示

したものです。 

 

 

調査地点項目 単 位 緑ヶ丘三丁目 神明台四丁目 五ノ神三丁目 川崎四丁目 羽西一丁目 羽東三丁目 定量下限値 基準値 

期  日 － 5.27 11.30 5.27 11.30 5.27 11.30 5.27 11.30 5.27 11.30 5.27 11.30 － － 

時  間 － 10:50 11:00 11:10 10:35 10:10 10:05 9:50 11:20 9:00 9:05 9:25 9:25 － － 

天    候 － 晴 曇 晴 曇 晴 曇 晴 曇 晴 曇 晴 曇 － － 

気    温 ℃ 28.5 14.1 29.5 11.4 27.5 10.5 28.0 13.0 28.1 9.0 28.0 9.5 － － 

水    温 ℃ 18.0 17.8 17.9 17.0 17.2 15.0 15.8 17.0 19.2 12.0 15.5 17.8 － － 

色    相 － 無 色 無 色 無 色 無 色 無 色 無 色 無 色 無 色 無 色 無 色 無 色 無 色 － － 

臭    気 － 無 臭 無 臭 無 臭 無 臭 無 臭 無 臭 無 臭 無 臭 無 臭 無 臭 無 臭 無 臭 － － 

透視度 ㎝ >50 >50 >50 >50 >50 >50 >50 >50 >50 >50 >50 >50 － － 

電気伝導率 mS/m 15.8 17.2 11.5 10.4 18.8 20.0 17.3 16.0 19.4 22.3 14.6 15.2 
  

水素イオン濃 pH 7.7 7.5 7.9 7.7 6.6 6.5 6.5 6.5 6.8 6.7 6.5 6.4 － － 

カドミウム ㎎/L <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.001 0.01 以下 

全シアン ㎎/L <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01 非検出 

鉛 ㎎/L <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.001 0.01 以下 

六価クロム ㎎/L <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 0.005 0.05 以下 

砒素 ㎎/L <0.001 0.001 0.001 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.001 0.01 以下 

総水銀 ㎎/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005 0.0005 以下 

アルキル水銀 ㎎/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005 非検出 

ＰＣＢ ㎎/L <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0005 非検出 

ジクロロメタン ㎎/L <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 0.0002 0.02 以下 

四塩化炭素 ㎎/L <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 0.0002 0.002 以下 

１，２－ジクロロエタン ㎎/L <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 0.0002 0.004 以下 

１，１－ジクロロエチレン ㎎/L 0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 0.0002 0.1 以下 

１，２－ジクロロエチレン ㎎/L <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 0.0002 0.04 以下 

１，１，１－トリクロロエタン ㎎/L <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 0.0002 1 以下 

１，１，２－トリクロロエタン ㎎/L <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 0.0002 0.006 以下 

トリクロロエチレン ㎎/L <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.001 0.03 以下 

テトラクロロエチレン ㎎/L <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 0.0002 0.01 以下 

１，３－ジクロロプロペン ㎎/L <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 0.0002 0.002 以下 

チウラム ㎎/L <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 0.0006 0.006 以下 

シマジン ㎎/L <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 0.0003 0.003 以下 

チオベンカルブ ㎎/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.002 0.02 以下 

ベンゼン ㎎/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.002 0.01 以下 

セレン ㎎/L <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 0.001 0.01 以下 

硝酸性窒素及び 
亜硝酸性窒素 

㎎/L 2.62 2.92 0.45 0.35 5.25 6.53 6.84 3.22 3.86 3.72 5.22 4.32 0.01 10 以下 

硝酸性窒素 ㎎/L 2.62 2.92 0.45 0.35 5.25 6.53 6.84 3.22 3.86 3.72 5.22 4.32 0.01 － 

亜硝酸性窒素 ㎎/L <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 0.002 － 

ふっ素 ㎎/L 0.03 0.04 0.04 0.05 0.02 0.03 0.06 0.06 0.03 0.05 0.31 0.04 0.02 0.8 以下 

ほう素 ㎎/L 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.02 0.02 0.01 0.02 0.01 0.02 0.01 １以下 

n-ヘキサン抽出物質 ㎎/L <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 <1 1 － 

地下水調査結果詳細 
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（３）有機塩素系化合物の調査 

有機塩素系化合物による地下水汚染の実態を把握するため、年 1 回 10 地点において、トリクロ

ロエチレン、テトラクロロエチレン、1,1,1－トリクロロエタンの 3 項目を測定しています。 

調査機関 

株式会社環境管理センター 

調査結果 

  過去において、平成 26 年度調査では 3 ヶ所、平

成27年度調査でも2ヶ所の井戸で有機塩素系化合

物が検出されましたが、環境基準を超過した地点は

ありませんでした。 

【平成 28 年 1 月 26 日（火）実施】 

地下水水質調査結果の詳細 

 所在地 
採水 

時刻 
天候 

水素イオ

ン濃度 
透視度 気温 水温 色相 臭気 

電気伝

導率 
水位 水深*1 

トリクロロ

エチレン 

テトラクロ

ロエチレン 

1,1,1-トリクロ

ロエタン 

単位 － － － ｐＨ cm ℃ ℃ － － mS/m GL-m m mg/L mg/L mg/L 

① 羽加美 4 9:00 晴 7.0 >50 4.0 16.0 無色 無臭 15.5 － － <0.001 <0.0002 <0.0002 

② 羽加美 3 9:20 晴 6.4 >50 4.5 15.8 無色 無臭 14.0 5.45 4.61 <0.001 <0.0002 <0.0002 

③ 羽西 3 9:45 晴 6.8 >50 4.5 14.7 無色 無臭 17.3 4.00 1.14 <0.001 <0.0002 <0.0002 

④ 羽西 3 10:05 晴 6.3 >50 5.1 14.0 無色 無臭 11.0 4.66 1.06 <0.001 <0.0002 <0.0002 

⑤ 羽中 4 1120 晴 7.5 >50 6.0 10.5 無色 無臭 13.5 1.99 1.10 <0.001 <0.0002 <0.0002 

⑥ 羽中 3 10:40 晴 6.7 >50 5.5 14.5 無色 無臭 12.5 - - <0.001 <0.0002 <0.0002 

⑦ 羽東 3 10:50 晴 6.5 >50 5.7 14.7 無色 無臭 20.6 4.34 1.51 <0.001 <0.0002 <0.0002 

⑧ 羽東 1 11:25 晴 6.5 >50 5.8 14.2 無色 無臭 16.5 8.82 1.11 <0.001 0.0007 <0.0002 

⑨ 川崎 4 12:45 晴 6.7 >50 6.0 15.0 無色 無臭 15.7 3.89 0.72 <0.001 <0.0002 <0.0002 

⑩ 緑ヶ丘 3 11:45 晴 6.3 >50 5.8 17.1 無色 無臭 19.6 － － 0.003 0.0005 0.0026 

 地下水の水質汚濁に係る環境基準 0.01 0.01 1 

注）*1：水深は、地下水面から井戸の底までの深さ。 

 

4 土壌汚染 

 3 の（3）（4）で述べているように、市内の地下水を調査したところ、有機塩素系化合物が検出さ

れた井戸はありますが、どの井戸も環境基準値を満たしているため、全域的な地下水への汚染は認め

られない状況です。 

土壌汚染については、土壌汚染対策法と東京都環境確保条例に基づいて管理しており、平成 27 年

度は調査届出が 2 件ありましたが、いずれも環境基準を満たしていました。 

 

 

 

 

地下水水質調査の様子 
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5 騒音・振動 

（1）自動車騒音（要請限度）・道路交通振動調査 

道路交通に係る自動車騒音と道路交通振動の状況を監視するため、年 2 回 5 地点において、騒音・

振動・交通量・走行速度の調査を行っています。 

  道路交通に係る自動車騒音と道路交通振動は、自動車の走行に伴い発生するものであり、交通量、

特に大型車の混入率、交通渋滞、走行速度等が大きく影響を及ぼしています。また、自動車やバイ

クのエンジン音、大音響のカーステレオなども発生源になっており、道路の構造、沿道の土地利用

等により状況は変化します。 

測定地点 

   市役所通り（市役所前）市道第 101 号線 

羽村街道（富士見平二丁目 20 番地付近）都道羽村瑞穂線 

水道道路（水道事務所前）市道 103 号線 

奥多摩街道（羽村西小学校前）都道立川青梅線 

新奥多摩街道（スポーツセンター前）都道立川青梅線 

測定方法 

【騒音】 

   毎正時から 10 分単位で中央値（L50）と等価騒音レベル（Leq）の測定を 24 時間連続で行

ったものです。（除外すべき音により適切な測定値が得られなかった 10 分値は除きます。） 

【振動】 

 JIS Z 8735 に基づくデータサンプリング 5 秒間隔 100 個による 80％レンジレベルの上端

値(L10)の測定を 1 時間につき 4 回、24 時間合計 96 回の測定を行ったものです。 

【交通量】 

1 時間毎に 1 回、10 分間の交通量を計測したものです。 

【走行速度】 

午前・午後、車種別に測定区間（50ｍ）を通過するのに要した時間をストップウォッチで計

測し、速度を求めた平均値。 

分析機器 

積分型騒音計  リオン（株）製   ＮＬ－22 

振動レベル計  リオン（株）製   ＶＭ－53A 

※奥多摩街道及び新奥多摩街道の 24 時間測定は、株式会社フィールドテクノシステムに委託し

ました。 

調査結果 

【5 月 11 日(月)～15 日（金）、 

11 月 11 日（水）～13 日(金)、 

11 月 16 日(月)～17 日(火)実施】 

【まとめ】 

騒音について、市役所通り、水道道路で

環境基準を超過しましたが､全地点で騒音

規制法による要請限度基準内を達成しまし

た。振動については、全地点で振動規制法

の要請限度基準内を達成しました。 

                         自動車騒音と道路交通振動調査の様子 
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市役所通り（市役所前）市道第１０１号線 

【騒 音】環境基準を 1 デシベル超過したが、要請限度の超過はなかった。 

【振 動】各回とも振動規制法の要請限度の超過はなかった。 

【交通量】大きな差は見られなかった。 

【走行速度】各回とも福生方面の方が、速度が出ていた。 

（騒音に係る環境基準 65dB 騒音規制法要請限度 75dB 振動規制法要請限度 70dB） 

 

 

 

 

 

羽村街道（富士見平二丁目２０番地付近）都道羽村瑞穂線 

【騒 音】各回とも環境基準及び要請限度の超過はなかった。 

【振 動】各回とも振動規制法の要請限度の超過はなかった。 

【交通量】大きな差は見られなかった。 

【走行速度】各回とも制限速度を超過する場合があった。 

（騒音に係る環境基準 70dB 騒音規制法要請限度 75dB 振動規制法要請限度 65dB） 

  

水道道路（水道事務所前）市道第１０３号線 

【騒 音】各回とも環境基準を超過していたが、要請限度の超過はなかった。 

【振 動】各回とも振動規制法の要請限度な超過はなかった。 

【交通量】各回の比較では大きな差はなかった。 

【走行速度】各回とも制限速度を超過する場合があった。 

（騒音に係る環境基準 60dB 騒音規制法要請限度 70dB 振動規制法要請限度 65dB） 
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奥多摩街道（羽村西小学校前）都道立川青梅線 

【騒 音】各回とも夜間に環境基準を超過していたが、要請限度の超過はなかった。 

【振 動】各回とも振動規制法の要請限度の超過はなかった。 

【交通量】各回とも青梅方面の方が交通量が多く、総数では第 2 回の方が多かった。 

【走行速度】福生方面と青梅方面に大きな差は見られなかった。 

（昼間：騒音に係る環境基準 70dB 騒音規制法要請限度 75dB 振動規制法要請限度 65dB） 

（夜間：騒音に係る環境基準 65dB 騒音規制法要請限度 70dB 振動規制法要請限度 60dB） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

新奥多摩街道（スポーツセンター前）都道立川青梅線 

【騒 音】昼夜ともに環境基準及び要請限度の超過はなかった。 

【振 動】各回とも振動規制法の要請限度の超過はなかった。 

【交通量】各回の比較では大きな差はなく、総数では第 1 回の方が多かった。 

【走行速度】各回とも青梅方面の方が、速度が出ていた。 

（昼間：騒音に係る環境基準 70dB 騒音規制法要請限度 75dB 振動規制法要請限度 65dB） 

（夜間：騒音に係る環境基準 65dB 騒音規制法要請限度 70dB 振動規制法要請限度 60dB） 
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自動車騒音（要請限度）・道路交通振動調査結果詳細 

道路名称 

測定日時 

曜日 用途地域 
時間

区分 

騒音〔ｄB〕 
振動 

〔ｄB〕 

交通量  

〔台/10 分〕 

走行速度

〔km/h〕 

騒音に係る 

環境基準 

騒音規制法 

要請限度 

振動規制法 

要請限度 

（測定場所） 天気 道路/車線数 Ｌｅｑ Ｌ５０ Ｌ１０ 上下線計 平均 
Ｌｅｑ 

〔区分〕 
Ｌｅｑ 

〔区分〕 
Ｌ１０ 

〔区分〕 

①市役所通り 

（市役所前） 

H27.5.11 
（月） 

近隣商業 

昼間 

66 61 45 119 38.8 
65 

〔Ｃ〕 

75 

〔ｃ〕 

70 

〔第２種〕 晴 

H27.11.16 
（月） 

市道/２ 66 62 45 115 38.9 
65 

〔Ｃ〕 

75 

〔ｃ〕 

70 

〔第２種〕 晴 

②羽村街道 

（富士見平 

2-20 付近） 

H27.5.12 
(火) 

住居専用 

昼間 

67 60 51 110 36.9 
70 

〔特例〕 

75 

〔a/近接〕 

65 

〔第１種〕 曇り 

H27.11.17 
(火) 

都道/４ 67 61 51 122 42.5 
70 

〔特例〕 

75 

〔a/近接〕 

65 

〔第１種〕 晴 

③水道道路 

（水道事務所前） 

H27.5.13 
（水） 

住居専用 

昼間 

63 56 44 64 39.4 
60 

〔A〕 

70 

〔ａ〕 

65 

〔第１種〕 晴 

H27.11.11 
（水） 

市道/２ 65 58 44 67 42.0 
60 

〔A〕 

70 

〔ａ〕 

65 

〔第１種〕 曇り 

④奥多摩街道 

（羽村西小学校前） 

H27.5.14 （木・金） 

住居専用 

昼間 68 60 34 98 40 
70 

〔特例〕 

75 

〔a/近接〕 

65 

〔第１種〕 

H27.5.15 晴 夜間 62 43 25 21 - 
65 

〔特例〕 

70 

〔a/近接〕 

60 

〔第１種〕 

H27.11.12 （木・金） 

都道/２ 

昼間 68 60 32 90 38 
70 

〔特例〕 

75 

〔a/近接〕 

65 

〔第１種〕 

H27.11.13 曇り 夜間 62 39 24 16 - 
65 

〔特例〕 

70 

〔a/近接〕 

60 

〔第１種〕 

⑤新奥多摩街道 

（ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ前） 

H27.5.14 （木・金） 

住居 

昼間 63 60 27 142 43 
70 

〔特例〕 

75 

〔ｂ/近接〕 

65 

〔第１種〕 

H27.5.15 晴 夜間 60 45 23 31 - 
65 

〔特例〕 

70 

〔ｂ/近接〕 

60 

〔第１種〕 

H27.11.12 （木・金） 

都道/２ 

昼間 65 62 27 142 40 
70 

〔特例〕 

75 

〔ｂ/近接〕 

65 

〔第１種〕 

H27.11.13 曇り 夜間 61 44 23 26 - 
65 

〔特例〕 

70 

〔ｂ/近接〕 

60 

〔第１種〕 

 

【自動車騒音・道路交通振動に係る要請限度】 

 自動車騒音又は道路交通振動が環境省令で定める限度を超えることにより、道路周辺の生活環境が

著しく損なわれると認めるときは、東京都公安委員会又は道路管理者に対し、道路交通法の規定によ

る措置を要請する限度として定められたもの。 

 

【騒音レベルのめやす】        【振動レベルのめやす】 

６０ｄＢ 普通の会話、チャイム    ５０ｄＢ 無感（人体に感じない程度） 

７０ｄＢ 掃除機、騒々しい街頭    ６０ｄＢ 屋 内 で わ ず か な 揺 れ を 感 じ る 程 度 

８０ｄＢ 地下鉄の車内、ピアノの音  ７０ｄＢ 吊り下げ物がわずかに揺れる 
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（2）道路交通騒音（常時監視） 

騒音規制法第 18 条第 1 項の規定に基づく、市内の幹線道路における自動車騒音の常時監視を実

施しました。近接空間においては、すべての住宅で環境基準を達成しています。非近接空間の住宅

においては、一部基準の超過がありました。平成 24 年度から 5 年間で、22 道路交通センサスの

調査路線にて調査を実施していきます。 

調査結果の詳細 測定日 平成 27 年 11 月 12 日（木）～12 日（金）  

路線名（通称名） 
昼間 （6 時～22 時） 夜間 （22 時～6 時） 

環境基準 測定値(dB) 評価 環境基準 測定値(dB) 評価 

藤橋小作線 

70 

61 ○ 

65 

56 ○ 

福生青梅線(西多摩産業道路)① 67 ○ 62 ○ 

福生青梅線(西多摩産業道路)② 65 ○ 60 ○ 

  

路線名 
（通称名） 

近接空間 非近接空間 

達成率（％） 達成戸数（戸） 全戸数 

（戸） 

達成率（％） 達成戸数（戸） 全戸数 

（戸） 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 昼間 夜間 

藤橋小作線 100.0  100.0   7 7 7 100.0   100.0   124 124 124 

福生青梅線 
(西多摩産業道路)① 

100.0  100.0  145 145 145 100.0  100.0  175 175 175 

福生青梅線 
(西多摩産業道路②) 

100.0  100.0  278 278 278 100.0  100.0  323 323 323 

合計 100.0  100.0  430 430 430 100.0  100.0  622 622 622 

※近接空間：道路端から 15m の範囲 

※非近接空間：近接空間の外側 35m までの区間 

 

（3）一般環境騒音 

一般環境騒音の状況を監視するため、年 2 回 38 地点において、簡易騒音調査を行っています。 

 測定方法 

各地点 2 回（昼間 1 回、18 時以降 1 回）5 分間（サンプリング数 3,000 個）の騒音を等価騒

音レベルで評価する。 

分析機器 

普通騒音計 リオン（株）製 ＮＬ－22 

調査結果 

  第 1 回 環境基準達成地点（昼間）38 地点（夜間）3８地点 

【平成 27 年 11 月 19 日(木)～20 日(金)実施】 

  第 2 回 環境基準達成地点（昼間）38 地点（夜間）38 地点 

【平成 28 年 3 月 23 日(水)、25 日(金)実施】 

【まとめ】第三中学校南側において環境基準を超過するおそれがあります。主な原因は、平成 11

年より隣接道路が整備され、瑞穂方面（国道 16 号など）への抜け道となり、交通量が増

加したことにあります。 

その他の超過地点においても主な原因は車、バイクの通行音によるものです。 

なお、騒音に係る環境基準における夜間（22 時以降）の調査は実施していません。 
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№ 測 定 地 点 用途地域 環境基準 H27.11 H28.3 № 測 定 地 点 用途地域 環境基準 H27.11 H28.3

47.8 45.1 45.7 51.0

45.7 46.9 52.1 39.8

53.0 53.8 59.2 58.3

54.1 53.8 57.8 62.0

51.9 55.7 55.2 57.8

49.2 46.7 54.1 53.1

52.1 46.6 48.4 61.4

48.9 45.2 52.1 50.6

46.0 45.1 51.4 49.7

44.7 51.7 54.6 53.5

44.8 43.0 55.8 52.1

48.1 46.0 50.2 50.1

38.5 44.8 45.2 45.7

47.5 48.9 49.1 40.5

49.0 56.6 57.4 48.3

47.7 47.2 51.2 61.2

52.3 52.4 52.5 47.0

41.2 52.4 53.1 56.9

44.0 44.0 56.3 46.8

45.8 54.9 45.4 56.0

37.8 49.4 48.5 42.0

37.8 41.6 46.9 46.3

52.7 59.1 53.7 54.8

64.3 53.8 51.6 52.1

53.7 57.4 55.2 49.6

45.7 49.4 41.4 50.9

39.7 48.9 45.9 43.8

55.4 45.0 43.5 47.9

55.9 53.5 48.2 45.5

49.3 49.2 50.7 46.6

41.2 44.6 75.7 57.4

52.1 46.3 59.2 64.2

49.4 44.1 47.2 45.7

38.4 46.1 43.0 51.2

44.0 48.9 60.7 61.1

49.8 45.0 58.2 57.9

42.4 48.5 47.9 43.8

48.7 41.5 46.7 57.1

1 くすのき児童公園西側 １中高 55 20 上水通り町内会運動広場東側 １低 55

2 宮 前 自 然 公 園 南 側 １低 55 21 ㈱ジェイテクト南側 工専 －

3 小 作 取 水 堰 東 側 １低 55 22 富 士 見 公 園 東 側 １低 55

4 小 作 台 東 会 館 西 側 近商 60 23 ゆとろぎ第2駐車場東側 １中高 60

5 さくら児童公園西側 ２中高 55 24 富 士 見 小 学 校 南 側 ２中高 60

6 ｸ ﾞ ﾘ ｰ ﾝ ﾄ ﾘ ﾑ 公園 南側 １低 55 25 東 保 育 園 南 側 １中高 55

7 第１ふれあい農園西側 １低 55 26 川 崎 公 園 南 側 １低 55

8 一 峰 院 南 側 １低 55 27 富 士 ﾌ ﾚ ｰ ﾊ ﾞ ｰ ㈱ 北側 工専 －

9 武 蔵 野 公 園 西 側 １中高 55 28 富 士 ﾌ ﾚ ｰ ﾊ ﾞ ｰ ㈱ 南側 工専 －

10 ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ ｾ ﾝ ﾀ ｰ 北 側 １中高 55 29 第 二 中 学 校 北 側 １中高 55

11 田ノ上児童遊園東側 １低 55 30 あ さ ひ 公 園 西 側 準工 65

12 第 一 中 学 校 南 側 １低 55 31 松菱金属工業㈱多摩第一工場西側 工業 65

13 水道局羽村取水所北側 １低 55 32 緑ヶ丘三町会館南側 １中高 55

14 郷 土 博 物 館 南 側 １低 55 33 富 士 見 霊 園 南 側 １中高 55

15 武 蔵 野 公 園 東 側 １中高 55 34 都営神明台住宅東側 １中高 55

16 富 士 見 公 園 西 側 １低 55 35 松菱金属工業㈱多摩第二工場東側 工専 －

17 緑ヶ丘一丁目ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場西側 １中高 55 36 ﾘ ｻ ｲ ｸ ﾙ ｾ ﾝ ﾀ ｰ 南 側 無指定 55

18 羽東一丁目ﾎﾟｹｯﾄﾊﾟｰｸ前 近商 65 37 第 三 中 学 校 南 側 無指定 55

19 東地区ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場西側 １低 55 38 善 隣 幼 稚 園 東 側 １低 55

一般環境騒音調査 

結果の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※黄色の色付けがある欄は、環境基準を超過するおそれのある地点です。 

一般環境騒音調査地点図 
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（4）航空機騒音 

 航空機騒音の状況を監視するため、年間を通し市役所庁舎屋上及びスイミングセンター屋上にお

いて、騒音を測定しています。 

また、都や近隣市町と連携し、国や米軍に対して航空機の騒音防止に関する要請を行っています。 

測定方法 

騒音レベルの最大値が暗騒音より 10 デシベル以上大きい航空機騒音について記録し、Lden※

で評価する。 

※Lden：航空機騒音が発生した時間帯ごとに重みづけを行って評価する時間帯補正等価騒音レ

ベル。現在、国際的な指標になってきており、日本では、平成 25 年度から環境基準

として採用しています。 

環境基準：57dB  

（平成 24 年度までは、WECPNL を環境基準の評価指標として採用していました。） 

分析機器 

【 市 役 所 庁 舎 】日東紡音響エンジニアリング（株）製 DL-100 

【スイミングセンター】日東紡音響エンジニアリング（株）製 DL-100 

調査結果 

図 1 は、平成 27 年度の月別 Lden ですが、環境基準について超過はありませんでした。 

図 2 は、過去 3 年間の騒音発生回数を示したものです。 
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航空機騒音（自動測定）集計結果 【市役所庁舎】

騒　音　発　生　回　数 最高音
０－７ 7-19 19-22 22-24 合　計 （ｄＢ）

４　月 0 228 69 0 297 47.2 61.2 89.5

５　月 0 161 29 0 190 43.7 57.8 85.7

６　月 0 295 146 0 441 49.3 63.4 86.3

７　月 0 188 109 0 297 47.6 62.0 87.2

８　月 0 129 55 0 184 44.4 58.3 86.2

９　月 0 120 40 0 160 45.6 59.6 88.5

１０月 0 269 139 0 408 49.6 63.7 88.4

１１月 0 126 37 1 164 45.4 59.3 84.0

１２月 0 110 39 0 149 44.7 58.9 86.6

１　月 0 243 107 0 350 48.3 62.8 88.0

２　月 3 210 69 0 282 47.4 61.5 85.2

３　月 0 243 64 0 307 48.6 64.8 95.4

通　年 3 2,322 903 1 3,229 46.8 61.1 95.4
月平均 0 194 75 0 269 46.8 61.1 87.6
前年度 5 2,397 784 0 3,186 46.5 60.6 90.5
月平均 0 200 65 0 266 － － 86.9
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航空機騒音（自動測定）集計結果 【スイミングセンター】

騒　音　発　生　回　数 最高音
０－７ 7-19 19-22 22-24 合　計 （ｄＢ）

４　月 0 151 45 0 196 48.3 61.2 93.7

５　月 2 87 20 0 109 44.5 56.1 87.0

６　月 0 153 88 0 241 46.9 62.0 91.7

７　月 2 70 46 0 118 43.6 57.5 88.9

８　月 1 47 31 0 79 43.4 57.9 91.2

９　月 0 89 19 1 109 46.4 62.8 102.3

１０月 1 182 86 0 269 49.4 63.9 90.7

１１月 4 117 38 1 160 45.7 59.2 87.2

１２月 0 138 36 0 174 46.4 60.8 90.3

１　月 1 234 96 0 331 50.4 64.7 90.5

２　月 4 179 93 0 276 51.9 66.2 98.8

３　月 1 177 52 1 231 47.4 61.7 88.4

通　年 16 1,624 650 3 2,293 47.0 61.2 102.3
月平均 1 135 54 0 191 47.0 61.2 91.7
前年度 43 1,625 592 2 2,262 47.8 62.0 100.7
月平均 4 135 49 0 189 － － 90.6

平成27年度

月 Lden WECPNL 備考
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６ 地盤沈下 

東京都環境確保条例に基づき、300W を超える動力を使用する用水施設は、市役所へ揚水量を届け

出することが義務付けられています。 

 

市内においては、現在まで地盤沈下の被

害は報告されていません。また、23 区の

ような産業用の地下水の過剰揚水もされ

てなく、近年では、地下水揚水量も減少傾

向にあります。 

一方で、市民等からは、砂利採取地跡地

の地盤沈下の懸念から、これらの跡地の監

視要望があります。 

 

 

 

 

東京都環境局「平成 27 年都内の地下水揚水の実態」より引用 

管理指標の達成水準 
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７ 有害化学物質 

 東京都環境確保条例に基づき、有害な化学物質の使用について監視しています。 

また、適正に管理しなければならない化学物質として、同条例にて指定されている化学物質を年間

100 ㎏使用する事業者は、使用量の年間報告が義務付けられています。 

化学物質は日常生活の中にも多く存在

しており、産業・医療・食品・被服用など

様々な目的で使用されています。 

市内においても、化学物質は、工場を中

心として使用されていますが、環境や生物

にとって非常に負荷の高い有害な化学物

質は、厳重かつ適正に管理されています。 

長期的には使用量は減少傾向にありま

すが、３カ年では微増となっており、より

一層の削減に向けて、市民・事業者・市が

一体となって取り組んでいくことが求め

られます。 

 

  環境への排出量の多い有害物質の主な用途 

 

 

 

有害化学物質の中には、VOC（Volatile 

Organic Compounds）と呼ばれる「揮発性

有機化合物」（塗料、印刷インキ、接着剤、

洗浄剤、ガソリン、シンナーなどに含まれ

るトルエン、キシレン、酢酸エチルなどが

代表的な物質）もあり、大気中に排出され

ると、光化学反応により、光化学スモッグ

を引き起こす原因物質の 1 つになるとい

われています。 

 

 

 

 

管理指標の達成水準 
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８ 法令で定められている公害対策等の届け出件数等 

（1）都民の健康と安全を確保する環境に関する条例に基づく認可・届出件数 

東京都の条例に基づき、工場及び指定作業場は、事業活動に伴い発生する公害を防止するため、

あらかじめ認可を受け、または届出をする義務があります。   

区    分 届出・申請件数 区    分 届出・申請件数 

工 場 設 置 認 可  1 指 定 作 業 場 設 置 届 1 

工 場 変 更 認 可 21 指 定 作 業 場 変 更 届 － 

工 場 完 成 届 24 
6 

指 定 作 業 場 承 継 届 － 

工 場 氏 名 等 変 更 届 4 地 下 水 揚 水 量 報 告 書 6 

公害防止管理者選・解任届  1 化学物質使用量等報告書 33 

土壌汚染状況調査報告書 － 化 学 物 質 管 理 方 法 書  － 

土壌汚染拡散防止措置完了届  － 
 

石 綿 飛 散 防 止 方 法 等 計 画 届 － 
 

（2）騒音規制法及び振動規制法に基づく届出件数 

法律に基づき、騒音や振動を発生する工場及び事業場の事業活動や建設工事を行うときは、あらか

じめ届出をする義務があります。 

 法 律 名 
区 分 

騒音規制法届出件数 振動規制法届出件数 

特 定 施 設 設 置 届 － － 
特定施設数変更届 － － 
氏 名 等 変 更 届  1 1 
特定建設作業実施届  13 11 

（3）苦情・相談 

市には、環境に関する苦情や相談が寄せられています。 

苦情の発生源は、大きく分けて「工場や建設現場」、「解体工事現場」、「日常生活」からとなってお

り、平成 27 年度は 35 件の苦情が寄せられました。現象別で見ると、一般家庭の焼却行為によるば

い煙や悪臭、騒音の割合が高く、いわゆる典型 7 公害＊以外の苦情や相談も多くなっています。「その

他」の苦情の多くは雑草や樹木、犬猫などペットに関する苦情です。 

工場地域からの騒音への苦情もあり、法律や条例で定められた環境基準を満たしている場合でも個

人の感覚により苦情として市に寄せられます。その他、日常生活において近隣とのコミュニケーショ

ンの希薄化により、隣近所に対しても直接苦情を伝えることができず、市に苦情として寄せられるケ

ースもあります。近隣とのトラブルを避けるためにも、日頃から近隣の方を思いやる気持ちを持ち、

互譲の精神でコミュニケーションをとることが大切です。 

※典型 7 公害：大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、騒音、振動、地盤沈下、悪臭 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 
※典型 7 公害以外の苦情・相談 57 件については上記のグラフに含めていません。 
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（4）衛生害虫等相談件数 

 市民から各種の衛生害虫等に関する相談が寄せられます。 

その中でも春から秋にかけての蜂に関する相談件数の割合が多数を占めています。 

25 年度 26 年度 27 年度 

53 件 36 件 41 件 

 

種 類 
ハチ類 

毛虫等 計 
スズメバチ アシナガバチ 

バチ 
ミツバチ クマバチ 不明 

相 談 件 数 14 4 
 

0 
 

0 
 

21 2 
 

41 
 
 

 

（5）蜂取防護服貸出件数 

 市では、自らハチを駆除する市民

の方を支援するため、蜂用の防護服

の貸し出しを行っています。  

※市では駆除は行っていません。 

 

 

 

 

 

その他の公害対策の様子 

地中から排出しているメタンガスを調査している様子。（下） 

過去に廃棄物の埋め立てがあった場所では、廃棄物の

発酵によって、現在も微量ながら地中からメタンガスが

発生しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 多摩川に接続している雨水管から流出する油を防ぎ、除去してい

る様子。(右) 

 羽村市内では、生活排水などの下水と雨水は別々の管（分流式）

となっていますので、雨水管に生活排水や油などの汚濁物を捨てて

しまうと、多摩川に流出してしまいます。水質悪化や生物相への被

害を招かないよう、雨水管へ汚水を流してはなりません。  
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方針 2 地域環境における新たな問題への対応 

 

地域環境における新たな問題への対応の進捗 

管
理
指
標 

項目 26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

① 電磁波 100% 100% 100%  

② 光害 100% 100% 

 

100%  

③ 放射性物質 100% 100% 100%  

④ PM2.5 100% 100% 100%  

①は電波防護指針による基準、②は光害対策ガイドラインの基準、③は羽村市放射線量の高い箇所の除染マニュアル

による除染対象となる基準（毎時 0.23 ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ）、④は環境基準（値は東京都一般環境大気測定局青梅市東青梅

局と福生市本町局における各測定値の平均値）とします 

１ 電磁波 

 電波防護指針に適合しない施設の設置は見受けられず、苦情・相談ともにありませんでした。 

２ 光害 

光害対策ガイドラインに適合しない施設の設置は見受けられず、苦情・相談ともにありませんでした。 

３ 放射性物質 

放射性物質については、空間放射線量調査において、除染対象となる基準の超過はありませんでした。 

富士見公園における空間放射線量の調査は、放射線量測定結果において、自然放射線量と同程度の

推移であることから、平成 27 年 10 月より月 1 回（原則第 2 水曜日）実施しています。 

 

※国際放射線防護委員会の

2007 年勧告によると、一

般の人（子ども含む）が 1

年間に浴びる放射線量の限

度は、1,000 マイクロシー

ベルトとされています。時

間あたりに換算すると

0.23 マイクロシーベルト/

時間となり、それ以下であ

れば、健康に影響を及ぼす

レベルではないとされてい

ます。 

 

 

４ PM2.5 

 1 年平均 1 日平均 適合 

青梅市東青梅局 11.0μg / m3 29.4μg / m3 ○ 

福生市本町局 12.5μg / m3 30.0μg / m3 ○ 

平均 11.75μg / m3 29.7μg / m3 ○ 

※環境基準値…1 年平均値 15μg/m3   

かつ 1 日平均値 35μg/ m3  
PM2.5 の大きさ 

東京都環境局ホーム 

ページより引用 

達成中 

達成中 

達成中 

達成中 
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方針 1 ごみの不法投棄及びポイ捨ての防止 

 

ごみの不法投棄及びポイ捨ての防止の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

11,402 件 11,779 件 12,556 件 
 

市のポイ捨て量調査結果について、達成度合いは年平均▲2%を基準とします 

１ ごみの不法投棄及びポイ捨ての防止 

（１） 小作駅・羽村駅周辺ポイ捨て実態調査 

条例による効果を把握するために行うため、

小作駅と羽村駅周辺のごみのポイ捨て数の現

状を調査しています。 

調査方法 路線ごとに計測 

調査時期 3 か月に一度、年 4 回実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） ポイ捨て禁止等マナーアップキャンペーン 

平成 24 年 7 月に、「羽村市ポイ捨て及び飼い犬のふ

んの放置の禁止並びに路上喫煙の制限に関する条例」施

行して以来、路上喫煙の禁止、ポイ捨て及び飼い犬のふ

んの放置の禁止を広く周知し、マナーを改善するため、

「ポイ捨て禁止等マナーアップキャンペーン」を実施しています。    

実施日時・会場 平成 27 年 7 月 16 日（金） 

7:30～8:30 羽村駅及び小作駅周辺 

          平成 27 年 10 月 31 日（土） 

12:30～13:00 富士見公園（産業祭） 

活動内容 ポケットティッシュ配布による啓発 

清掃活動（駅周辺または産業祭会場の清掃） 

協  力  羽村市議会議員、町内会連合会長及び地元町内会長、元

羽村市たばこ税増収対策協議会会員、市内・市外事業所 

市内の公園などに設

置している看板 

小作駅、羽村駅周辺の

路上喫煙禁止地区等

に設置している路面

標示板とステッカー 

生 活 環 境 

自然と都市が調和した、安全で快適な環境を損なう行為を防止し、計画的かつ

地区の特性に合ったまちなみを形成し、未来につなぐ環境都市を目指します。 

3.3%後退 

管理指標の達成水準 
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方針 2 安全で快適な環境を損なう行為の防止 

 

安全で快適な環境を損なう行為の防止の進捗 

管
理
指
標 

項目 26 年度値  27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

① 捨て看板 5.8 件／日   5.2 件／日 10.5 件／日  

② 放置自転車 1,486 件 1,332 件 1,400 件  

③ 路上喫煙・飼い犬のふん 3.8 件／日 5.5 件／日 2.3 件／日  

①は 1 日当たりの捨て看板の除去件数、②は放置自転車の年間撤去件数、③は 1 日当たりの路上喫煙・飼い犬のふんの

放置に係る指導件数とし、達成度合いは、現状までの状況を勘案し①年平均▲2%、②年平均▲2%、③年平均▲4%を

基準とします 

  

１ 捨て看板 

  捨て看板の対策は、土木課が中心となり、市職員

全員で日々取り組んでいます。捨て看板の除去件数

では、長期的には減少傾向で、大型のものや張り紙

類はほとんど見受けられなくなりましたが、３カ年

では小型の看板等が主体となり、傾向としては微減

となっています。 

 

 

２ 放置自転車 

  放置自転車の対策は、防災安全課が中心となり

日々対策に取り組んでいます。放置自転車の撤去件

数は長期的には減少傾向で、３カ年では微増から減

少に転じ、平成 27 年度には管理指標を達成するこ

とができました。 

 

 

 

３ 路上喫煙・飼い犬のふん 

  安全で快適な環境を損なう行為を防止するため、

路上喫煙と飼い犬のふんの放置を指導する「環境指

導員」によるパトロールを実施しています。 

  ３カ年の指導件数は増加しており、管理指標の達

成には至っておりません。 

  今後も、市民・事業者・市が一体となって、マナ

ーの改善に取り組み、安全で快適な環境をつくりあ

げていかなくてはなりません。 

 

 

 

 

 

  

10%改善 

10%改善・達成 

45%後退 

管理指標の達成水準 

管理指標の達成水準 

管理指標の達成水準 
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狂犬病ってなあに？ 

日本では昭和 32 年を最後に国内感染による狂犬病の発生はありませんが、世界的には現在も年間
5 万人以上が狂犬病により死亡しています。狂犬病は全ての哺乳類に感染し、発症した場合は、ほぼ
100％死亡する恐ろしい病気です。 

2006 年には、フィリピン滞在中に犬にかまれた男性が、日本帰国後に発症し、亡くなっています。
台湾では、2013 年に 1961 年以来となる狂犬病が発生し、1 年足らずで台湾全土に広まりました。 
台湾の狂犬病は野生のイタチアナグマより感染が広まっており、日本でもいつ発生するかわから

ない状態ですので、必ず予防注射を打ちましょう！ 

方針 3 愛護動物の適正飼養 

 

愛護動物の適正飼養の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

95.1% 97.4% 90.0 % 
 

苦情・相談による不適正飼養件数の改善割合とし、達成度合いは適正指導強化によって 90%を基準とします 

市へ寄せられる犬や猫などの愛護動物を起因とする苦情・相談への改善割合をしたものです。 

※市民からの相談に対し、適切な指導や助言を行ったものを対象としています。 

 

～犬の登録と狂犬病予防注射～ 

犬の所有者となった方は、狂犬病予防法により飼

い始めた日もしくは生後90日を経過した日から30

日以内に登録の届出を行わなければなりません。 

狂犬病予防注射は、飼い始めた最初の年は、飼い

始めた日から 30 日以内に、翌年以降は毎年 4 月 1

日から 6 月 30 日までの間に接種させ、届出しなけ

ればなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2%改善 

管理指標の達成水準 
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飼い主のいない猫（ノラ猫）に困っていませんか？ 

 市内に生息する飼い主のいない猫は、減少に転じるまでには至っておりません。 

 この原因の一つには、無責任な飼い主が飼養する義務を放棄して、河原や公園などに捨ててしまう

ことがあります。猫を捨てることは法律で禁止されています。 

【動物の愛護及び管理に関する法律第 44 条第 3 項】 

 愛護動物を遺棄した者は、百万円以下の罰金に処する。 

市では、飼い主のいない猫に対して、市内で活動するボランティアの方に協力していただきながら、

動物愛護と環境対策の観点から取り組みを進めています。 

飼い主のいない猫（ノラ猫）へ餌やりをしている方へ 

 飼い主のいない猫（ノラ猫）に餌やりを適切（定時・許可を得ている場所・餌やり中は見守る・餌

がなくなり次第片づける、など）に行うことは、悪いことではありません。食事をする場所が確保さ

れ、その猫の生息地域で、生ごみなどが荒らされなくなる効果もあります。 

 しかし、近隣の方々の理解が得られなければ、せっかくの餌やりの活動も、近隣トラブルを招く原

因となってしまいます。また、餌やりの方法についても、むやみに餌を放置する方法では、衛生環境

を悪化させ、周囲に迷惑をかけてしまうこともあります。 

 住宅密集地における犬猫の適正飼養ガイドライン（環境省）に沿った、適切な餌やりを守りましょ

う。 

【飼い主のいない猫対策】 

 市では、平成 26 年度から「羽村市飼い主のいない猫の不妊去勢手術費助成要綱」に基づき、飼い

主のいない猫への不妊去勢手術費の助成を行っています。この要綱は、市の区域内の飼い主のいない

猫へ不妊去勢手術を行う者に対して、その経費の一部を助成することにより、市民の動物愛護意識の

高揚と市内の生活環境の保全及び向上に資することを目的としています。 

 現在、5 団体が市へ登録を行い、ボランティア活動を行っています（団体数は平成 28 年 3 月 31

日時点）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

耳先カットは不妊去勢手術済のしるし 
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方針 4 

自然と調和した良好なまちなみの形成 

 

自然と調和した良好なまちなみの形成の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

30,709.56m2 34,270.29m2  47,448.50m2 
 

平成 19 年度以降の宅地開発等指導要綱による緑化面積累計値とし、達成度合いは現状までの状況を勘案して年平

均 8%を基準とします 

 

羽村市は、これまで職住近接の都市と

して良好な都市環境を維持し、公害の少

ない、みどり豊かな自然と調和した都市

として発展してきました。 

                                                       住居地域や工業地域が共生する羽村市

特有の都市構造を生かし、快適な生活空

間と自然が調和したまちなみの確保を

進めており、宅地開発等指導要綱による

緑化指導は順調に進んでいます。 

 

 

 

方針 5 みどりによる災害対策 

 

みどりによる災害対策の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

729.13m2 729.13m2 692.67m2 
 

1 辺が 30m 以上連続し、まとまりのある樹木・樹林地を緩衝緑地帯と定義し、その面積について、年平均▲0.5%

を基準とします 

表中の条件を満たすものであれば、民有地、公有地を問わず算定します。緑被率調査の際の航空機
写真から面積を算出していますが、緑被率調査は、平成 18 年度以来行っていないため、現在の面積
は算定できません。しかし、平成 26 年度、平成 27 年度は緑地での大規模な開発等がなく、緩衝緑
地は維持されています。                                                                            

 

都市部における緑地や道路の街路樹は、

多様な災害対策機能を有しており、都市災

害の被害軽減効果が期待されています。 

緑地の減少が見られる市内においても、

災害を軽減する緩衝緑地としてのみどりの

必要性を認識し、これにふさわしいみどり

の質や量を保全していく必要があります。 

  

12%改善 

達成中 

管理指標の達成水準 

管理指標の達成水準 
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方針 1 3R の推進 

 

3R の推進の進捗 

管
理
指
標 

項目 26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

① ごみ排出量 690.4g /人・日 683.9g/人・日 608g/人・日 
 

② 総資源化率 36.8% 36.5% 38.4%  

ごみの排出量は 1 人が 1 日当たりに排出する資源を含むごみの量 

達成度合いは、羽村市一般廃棄物処理基本計画との整合を図り、①は 608g/人・日、②は 38.4%を基準とします 

 

市では、一般廃棄物の戸別収集・一部有料化、

事業系ごみの廃棄物手数料の改正などの排出

抑制を推進するとともに、粗大ごみのリユース

事業の展開、分別品目の見直しなどにより資源

化を総合的に推進し、ごみの排出量の、最終処

分場埋立搬入量とも抑制することができてい

ます。 

総資源化率についても、高いレベルを維持し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終処分場で埋立するため搬入していた廃棄物を、再利

用できる処分方法に転換したため、搬入量が 0 になりま

した。 

  

循 環 型 社 会 

3R（ﾘﾃﾞｭｰｽ：発生抑制、ﾘﾕｰｽ：再使用、ﾘｻｲｸﾙ：再生利用）を推進し、ごみが

少なく、資源を有効に利用し、資源が循環するまちを創出します。 

しっかり分別 

きっちり資源へ！ 

1%改善 

1%後退 

管理指標の達成水準 

管理指標の達成水準 
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方針 2 ごみの適正処理 

 

ごみの適正処理の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

100% 100% 100% 
 

不法投棄（被害性が高く、事件性のある規模のもの）、一般廃棄物無許可収集運搬、資源持ち去りの苦情等による

事案の改善割合について、達成度合いは 100%を基準とします 

  

市内においては、今のところ、大規模な

不法投棄などのごみの不適正な処理事例は

ありませんが、資源物の持ち去りや、一般

廃棄物運搬許可を受けずに収集運搬する事

業者等による不適正な収集運搬が行われる

可能性が考えられます。 

近年、事件性のあるような不法投棄はな

く、一般廃棄物無許可収集運搬もない。資

源持ち去りについては、まれに相談が寄せ

られますが、その都度対処しています。 

 

 

方針 3 グリーン購入の推進 

 

グリーン購入の推進の進捗 

管
理
指
標 

項目 26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

① 市民・事業者 ― 28.8％ 50% 
 

② 「 グリーン調達率 98.6％ 98.8％ 95%  

市民・事業者については、アンケート結果について、達成度合いは取り組み率 50%を基準とし、市のグリーン調達率

は市の調達基準に基づいた調達率について、達成度合いは統合実行計画との整合を図り 95%を基準とします 

市民・事業者については、平成 27 年度羽村市制世論調査のアンケート結果に基づいています。 

市では、「羽村市エネルギー使用の合理化及

び地球温暖化対策統合実行計画」の基準に基

づき、グリーン調達を積極的に行っています。 

また、平成 27 年度の羽村市制世論調査の

結果により、市民・事業者のグリーン購入へ

の取り組み状況が分かりました。市民・事業

者・市が協働し、一層の推進を図ることが求

められます。 

 

 

 

 

グリーン購入ってなあに？ 

物を購入する前に必要かどうかをよく考え

て、必要なものを必要な分だけ購入するとと

もに、環境負荷ができるだけ小さいエコな製

品を購入することをいいます。 

達成中 

１%改善 

29%改善 

管理指標の達成水準(100%) 

管理指標の達成水準 
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                            ～羽村のうつりかわり～ 

【国土地理院航空写真】 

昭和 19 年頃（左の写真） 

農地と武蔵野のみどりが多くを占めて

います。 

左下には、多摩川が映っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和 36 年頃（右の写真） 

写真左側に見える多摩川には、多くの穴

が空いており、川砂利採取などの様子が

うかがえます。 

 

 

 

 

 

昭和 49 年頃（左の写真） 

市街地が広がり、写真中央部には

工業地域が見えます。 

写真の右側には、砂利を採取した

跡の大きな穴もうかがえます。 

昭和 49 年当時には、この砂利穴に

多くのゴミが捨てられました。 

 

 

平成 20 年頃 

（左の写真） 

市街化が進展し

ていることが分

かります。 

左側の写真には、

みどり豊かな多

摩川、右側の写真

には砂利穴が埋

められ、まちなみ

が回復している

状況がうかがえ

ます。 
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２ 自然環境分野 

基本目標：人と自然と生物が調和しながらめぐる、うるおいのま
ち 

先人より受け継いだみどり、多摩川や多様な生物が共生する生態系を守るとともに、新た

なみどりを育み、人と自然と生物が調和しながらめぐる、うるおいあるまちを創ります。 

 

 

 

 

 

 

方針 1 既存のみどりの保全 

 

既存のみどりの保全の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進 捗 

102,480.52m2 102,211.98m2 103,331.72m2 
 

担保性の高い樹林地とは、公有化されている樹林地・緑地および保存樹林地のことをいいます 

達成度合いは、第 1 次計画実績および東京都調査のみどり率における多摩地域の平均減少率から▲2.0%とします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「既存のみどり」とは、市内に現存している樹林等のみどりのことをいいます。市内には、このよ

うな既存のみどりを守るため、所有者の同意を得て指定している「保存樹林地」や公有化している緑

地がありますが、保存樹林地は減少傾向にあり、今後も保全を進めていくことが求められます。 

 

 

 

  

樹 林 ・ 緑 化 

樹林地、歴史ある樹木など既存のみどりを保全するとともに、屋上や駐車場な

どの都市空間に新たなみどりを創出します。 

 

1.1%後退 

管理指標の達成水準 
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方針 2 歴史あるみどりの保全 

 

歴史あるみどりの保全の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進 捗 

25 本 25 本 23 本 
 

天然記念物に指定されている樹木及び保存樹木制度の指定を受けている樹木は老化しており、保存措置等を行って

いるものの、台風等の天災により損失していることから、達成度合いは年平均▲1%とします 

 

 

市では、「羽村市樹林地及び樹木の保存

に関する条例（昭和 60 年施行）」に基づ

いて、市内の地域在来種や歴史のある樹木

を「保存樹木」として指定し、所有者に保

全と適正な維持管理に努めていただいて

います。 

また、市内には、保存樹木の他に、平将

門を討った藤原秀郷が植樹したという伝

説のある阿蘇神社のシイ（スダジイ）や羽

村橋の大ケヤキがあります。この 2 本は

東京都天然記念物の指定も受けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

羽村橋の大ケヤキ 阿蘇神社のシイ（スダジイ） 

達成中 

管理指標の達成水準 
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方針 3 新たなみどりの創出 

 

新たなみどりの創出の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

620.91 m2 826.67 m2 702.32 m2 
 

生け垣等の緑化助成制度による緑化面積（生け垣はメートル×0.6 メートルにて面積換算）累計値 

現状の緑化助成制度による状況を基本として、達成度合いは年平均 4%とします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市では、平成 3 年度から生け垣の設置助成制度を開始し、平成 26 年度からは、多年生の植物を用

いた庭木緑化、壁面緑化や屋上緑化なども対象にした「羽村市新たなみどりの創出助成制度」へとレ

ベルアップしました。この制度により、緑化面積の増加率は向上しました。 

今後も引き続いて都市化が進むことが予測されますが、都市の環境・まちなみに調和した、新たな

みどりの創出を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

緑化助成制度により、新たに生け垣

をつくられた方の写真 

 

 

 

 

 

 

 

  

新たなみどりの創出助成制度ってなあに？ 

市内で、新たに土地や建物に緑化を行う方に対して、そ

の経費の一部を助成する制度です。新たなにみどりを創出

することで、地域の特性に合った多様な生物が共生できる

環境が増え、潤いとやすらぎ、安全で良好な都市環境を確

保することができます。 

33.1％改善 

管理指標の達成水準 
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方針 1 都市農地の保全 

 

都市農地の保全の進捗 

管
理
指
標 

項目 26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

① 農産物直売所の売上 87,035 千円 86,573 千円 120,000 千円 
 

② 
援農ボランティア 
登録者数 

77 人 90 人 45 人 
 

③ 
学校給食の地元 
農産物利用割合 

19.0% 21.0% 23.0% 
 

④ 農地面積 44.6ha 43.5ha 36.9ha 
 

①から③は第五次羽村市長期総合計画における 28 年度目標値、④は現状までの推移を勘案して、年平均▲2%

を基準とします 

 農地は、自然環境の保全、地下水のかん養、自然景観の形成、生態系の維持などの機能を有してい

ます。都市農地は、消費地の近く新鮮な農産物の供給が可能であり、貴重な緑や生態系の確保など、

都市環境を支える多面的な役割を果たすとともに、農業体験など自然に触れることのできる場にもな

っていますが、都市化の進展に伴う農地の減少など都市農地は厳しい状況にあり、一層の保全が求め

られます。 

 

 

 

 

 

農産物直売所の様子 

 

（左）「援農ボランティア」とは、農家の方とともに

農産物の生産を手伝う登録制のボランティアです。 

（左下）地産地消を進める、学校給食への地元農産物

の利用は伸びています。 

（下）生産緑地の指定など、都市農地を保全していま

すが都市化、農業従事者の高齢化や相続に伴う土地の

売却などにより、農地が減少してきています。 

 

 

 

 

 

田 園 

田園のみどりを保全し、いこいのあるまちを守ります。 

16.9％

改善 

16.9％
後退 

0.5％ 
後退 

10％ 

改善 

管理指標の達成水準 

管理指標の達成水準 

管理指標の達成水準 

管理指標の達成水準 
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方針 2 田園によるみどりの保全（伝統的農の風景） 

 

田園によるみどりの保全の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

20.4ha 20.4ha 20.2ha 
 

下図範囲のみどり率（緑被面積に公園などのオープンスペースを加えたもの）の面積について、現状までの状況

を勘案し、年平均▲0.1%とします 

 

“田園によるみどり”とは、まとまりのあ

る水田や畑を中心に、水路や湧水等の水環境、

周辺の緑地帯が複合的に存在し、羽村の伝統

的な農の風景を構成している、主に羽加美四

丁目、羽中四丁目のみどりとして定義してお

り、右の図の黒い線で囲まれた地域となりま

す。 

  平成 27 年度は大きな土地の改変なども

なく、みどりの面積を保全しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右の写真は、昭和 15 年頃の

羽加美四丁目、羽中四丁目周辺

のものです。 

 右の写真の赤い線の内側は、

今と同じ田園が広がっているこ

とが分かります。右上の図の現

在の写真では、右の写真の赤い

線の外側部分が都市化しており、

宮の下運動公園側は住宅が建っ

ていることが分かります。 

 

上図の黒色線の範囲は、田園によるみどりの保全の
進捗を図るための、みどり率を求積する範囲です。 
上図左側には多摩川、中央部にはまとまりのある田
園、水路、根がらみ崖線が複合的に存在しているこ
とがわかり、パッチワークのような美しい風景が見
てとれます。 

達成中 

管理指標の達成水準 
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方針 1 みどり豊かな地域に親しまれる公園の整備 

 

みどり豊かな地域に親しまれる公園の整備の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

35.7ha 35.7ha 35.8ha 
 

達成度合いは、市立公園・ポケットパーク等の面積について、現状までの状況を勘案し年平均 0.1%基準とします。

なお市民一人当たりの都市公園面積は 10 ㎡を目標とします 

 市ではこれまで、市民の憩いの場や緑の保全の場として、また、災害時の避難場所などとして多

面的な機能を持った公園の整備を進めてきました。 

また、市内には、水木公園や加美緑地などの崖線を中心とする緑地公園や動物公園や水上公園な

ど豊かな自然環境と一体となっている公園など、みどり豊かな公園が存在し、生態系を守ってくれ

ています。 

  現在、市内の公園では、多くの公園ボランティアの皆さんが清掃や草花の植栽などを行っており、

公園の維持管理の重要な担い手となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

公 園 緑 地 

みどりを守るため、地域とともに公園のみどりを保全し、地域に親しまれる公

園を整備します。 

横ばい 

管理指標の達成水準 

管理指標の達成水準 

～緩衝緑地にもなっている大きなみどりのある公園～ 

武蔵野公園の様子 

富士見公園 

宮の下運動公園 

小作緑地 
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方針 1 適正な水の循環（雨水の管理） 

 

適正な水の循環（雨水の管理）の進捗 

管
理
指
標 

項目 26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

① 雨水浸透施設助成 380 件 397 件 642 件 
 

② 
道路の透水・保水
性舗装面積 19,413.8m2 19,615.2m2 21,734.0m2 

 

達成度合いについて、①は第五次羽村市長期総合計画における助成件数を勘案し年 30 件を基準、②は現状までの

推移を勘案して年平均 1.8%を基準とします 

 適正な水の循環は地下水を涵養し土壌やみどりを潤すなど、生物の生命維持活動の根拠ともいえる

重要な要素の一つです。青梅線以西には、わずかながら崖線下に湧水が残っていますが、湧出量は決

して多くはなく、今後、湧出しなくなる懸念もあります。 

近年では、地下の開発による帯水層の遮断、地表の舗装などの人工物で覆われ、地下への浸透量が

減少してきています。透水性・保水性の舗装や雨水浸透施設の設置を推進し、適正な水の循環を進め

ていきます。 

 

市内の戸建住宅お

よび集合住宅の屋根

に降った雨水を、地

中に浸透させる浸透

ますおよび、浸透ト

レンチを設置するた

めの工事費の一部を

助成しています。 

 

  

舗装を透水性・保水性にすることで、雨

水の地下への浸透、雨水の排水量の削減、

ヒートアイランド対策など、様々な効果が

あります。 

 

 

 

  

水 環 境 

水の有効利用、雨水の地下浸透、地下水の涵養に努めるとともに、多摩川の清

流を守り、適正な水の循環を創出します。 

4.5%改善 

1%改善 

管理指標の達成水準 

管理指標の達成水準 

透水性舗装の動物公園通り 
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方針 2 河川の保全 

 

河川の保全の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

6.3 6.3 6.5 
 

生物学的水質調査の判定結果を上図のように 7 段階に指数化し、各年度ごとに調査結果の指数を平均化したものに

ついて、達成度合いは水量や気温の変化の影響を勘案し、現状維持を基準とします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          水生生物調査の様子 

水生生物調査 

 多摩川における水質を生物学的観点から監視するため、年 2 回（3 地点のうち 1 地点）水生生物の

採取を行い、生物学的水質判定を行っています。 

調査場所 

市内最上流端（青梅市との境界付近、羽村市羽西三丁目１１番地先） 

調査方法 

調査項 目 調 査 方 法 調 査 内 容 

底生生 物 サーバネット法*1 種別出現個体数・目別分類等 

付着藻 類 コドラート法*2 種別出現個体数 

魚 類 手網による採取後、放流 体長等の計測・種別出現個体数 

＊ 1：河床にサーバネット[30cm×30cm の金属方形枠に 60 メッシュ(孔径 0.25mm)のサラシ網をつけたもの]

をセットし、その中に生息する生物を 2 回採取し、試料とする。 

＊ 2：適当な河床の礫（れき）を選定し、ゴム板のコドラート(5cm×5cm の穴を開けたもの)をあて、ブラシで

こすり落として試料とする。 

調査機関 

株式会社環境管理センター 

調査結果【平成 27 年 5 月 27 日（水）、11 月 30 日（月）実施】      

 平成 27 年度の調査では、底生生物による生物学的水質判定は「きれいな水域」であり、付着藻類

については「わりあいきれいな水域」でした。魚類については、一般的にきれいな水域を好むといわ

れているカジカ、シマドジョウ、アブラハヤ、タカハヤ、ウグイを確認することができました。 

各年の調査結果をみても、河川環境の変化により生息する水生生物が影響を受け、種類や個体数が

そのときによって異なることがわかります。 

横ばい 

管理指標の達成水準 
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ﾌｫﾙﾐﾃﾞｨｳﾑの一種 ﾏｶﾞﾘｹｲｿｳ 

 

 

カジカ 

ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ ｷｱｼﾂﾄﾒﾄｹﾞﾌﾞﾕ 

シマドジョウ 

 

カワムツ 
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方針 1 多摩川周辺の自然景観の保全 

 

多摩川周辺の自然景観の保全の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

52.87% 52.87% 50.23% 
 

羽西 1･2･3、羽加美 2･3･4、羽中 3･4、羽東 2・3、玉川 1・2 丁目、羽（多摩川）、川崎字下河原
のみどり率について、都市化や相続等の要因を勘案して年平均▲0.5%を基準とします 

 多摩川周辺は水とみどりが調和した美しい自然環境を有しており、田園や寺社林、多摩川右岸の羽

村草花丘陵を中心とする自然景観など、春夏秋冬さまざまな自然の風景が楽しめます。しかしながら、

都市化の進行において、無秩序な開発等が行われた場合、美しい自然環境が損なわれるおそれもあり

ます。 

 今後も、引き続き市民・事業者・市が一体となって、良好な多摩川周辺の自然景観を保全していく

ことが求めらます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在までのところ、大きな土地の改変などがない 

ことから、みどり率を維持しています。 

 

 

 

  

自 然 景 観 

多摩川周辺の自然や田園風景、崖線のみどりなどの自然環境の保全と再生

に努めることによって美しい自然景観を守り、うるおいのあるまちを目指

します。 

多摩川周辺のみどりの分布図 

（緑色：樹林地、きみどり：草地、茶色：農地、赤色：

保存樹林地エリア） 

玉川上水周辺の自然景観は、東京都景観計画における

玉川上水景観基本軸にもなっています。 

みどり率ってなあに？ 

緑が地表を覆う部分に公園区域・水面を加え

た面積が、地域全体に占める割合のこと 

東京都景観計画における玉川上水景観基本
軸にもなっている、みどり豊かな美しい景観
の玉川上水周辺 

達成中 

管理指標の達成水準 
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方針 2 崖線のみどりの保全 

 

崖線のみどりの保全の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

10.4ha 10.4ha 10.4ha 
 

五ノ神崖線、川崎崖線、羽村崖線、根がらみ崖線、美原崖線、小作崖線の面積について 10.4ha を基準として、

現状維持とします 

市内の崖線は、主に多摩川の浸食作用によってできた崖地の連なりです。崖線のみどりは、自然の

地形を残しつつ、市街地の中で市の境界を超えて連続して存在しており、湧水や生物などの自然資源

が多く存在し、東京のみどりの骨格としても、都市化が進む中でみどりのある貴重な空間となってい

ます。 

市内には、五ノ神崖線、川崎崖線、美原崖線、小作崖線などがありますが、市ではこれまで、保存

樹林地の指定や公有地化などによって崖線を保全してきましたが、一部において傾斜地（崖線）への

開発行為も見受けられ、市内のみどりの骨格である崖線を減少させる可能性があることから、無秩序

な開発行為を防ぎ、今後も保全してくことが求められます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

緑確保の総合的方針_既存のみどりを守る方針図より引用
（平成 22 年 5 月東京都・特別区・市町村） 
市内におけるみどり・生態系の骨格として、崖線は重要な役
割を持ちます。現在、崖線は公有緑地、公園、保存樹林地と
して保全しています。 

崖線ってなあに？ 

河川や海の浸食作用でできた崖地の連なりの

ことをいいます。羽村市では、長い年月をか

けて多摩川によって多摩川に浸食された崖線

が、市内のみどりの骨格を形成しています。 

崖線と一体と

なって保全さ

れているグリ

ーントリム公

園 

達成中 

左の写真では、崖

線が途切れ、都市

化されていること

が分かります。 

一度都市化されて

しまうと崖線を回

復することは非常

に困難です。 

管理指標の達成水準 
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方針 1 多様な生物が共生できる環境の確保 

 

多様な生物が共生できる環境の確保の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

30.3% 30.3% 28.3% 
 

みどり率（樹林地・草地・農地・公園の緑被率に公共水面等のオープンスペースを加えたもの）について、現状の

状況、多摩地域の状況を勘案し、年平均▲0.2%を基準とします 

  市内のみどり率について、近年は大幅な減少はありませんが、都市化の進展による樹林地や

都市農地の減少などにより、長期的には確実に減少しています。市民・事業者・市が一体とな

り、地域特性に応じた、多様な生物が共生できる環境（生態系）を確保していく取り組みを進

めていくことが求められます。 

「自然のしくみを基礎とする真に豊かな社会をつくる」 

「羽村市環境基本条例」、「羽村市環境とみどりの基

本計画」と「愛知目標」が目指す「人と自然の共生し

た世界」という目的は同じもので、実現のためには、

“すべての人が生物多様性の保全と持続可能な利用

に関する重要性を理解して行動していく”ことが必要

です。 

豊かな恵みをもたらすとともに、脅威にもなる自然

に対し、感謝と畏敬の心をもって接し、人も自然の一

部であることを理解した上で、自然のバランスを守り、

将来にわたってその恵みを受けることができるよう、

共生と循環に基づく自然の理（ことわり）に沿った活

動を選択することが大切です。そのためには、次の世

代に受け継 

ぐ資産として自然の価値を的確に認識し、自然を損なわない持続可能な経済とし、社会の隅々に広げてい

くことで、自然のしくみを基礎とする真に豊かな社会としていかなければなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

生 物 多 様 性 

地域にあった多様な生物が共生する環境と、共生と循環による自然のこと

わりに沿った行動を進め、人と自然が共生するまちを目指します。 

達成中 

生物多様性の定義、意味（恩恵）と危機について 

☆生物の多様性には、次の3種類があり、すべての生物間の変異性と定義します。 

第一に「生態系の多様性」  

第二に「種間の多様性」 

第三に「種内の多様性」 
 

☆生物多様性を守る 4 つの意味（恩恵） 

「すべての生命が存立する基盤を整える 」 （生きものがうみだす大気と水：基盤サービス） 

「人間にとって有用な価値をもつ  」 （暮らしの基礎：供給サービス） 

「 豊 か な 文 化 の 根 源 と な る 」 （文化の多様性を支える：文化的サービス） 

「将来にわたる暮らしの安全性を保証する 」 （自然に守られる私たちの暮らし：調整サービス） 

☆生物多様性に係る 4 つの危機 

第1の危機「開発など人間活動による危機」 

第2の危機「自然に対する働きかけの縮小による危機」 

第3の危機「人間により持ち込まれたものによる危機」 

第4の危機「地球環境の変化による危機」 

管理指標の達成水準 

（地球上、あるいは特定の地域において、様々な種類の生物が生息・生育している状況のこと、種の多様性ともいう） 

※詳しくは「羽村市環境とみどりの基本計画～環

境・みどり・生物多様性を包括的にすすめる はむ

らプラン～」23、24 ページをご覧ください。 
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市内において生息が確認されてい
る、特定外来生物のウシガエル。 
食用として人によって輸入されたも
ので、この飼料としてアメリカザリ
ガニも輸入されました。 
ウシガエルは捕食性・環境への順応
性・繁殖力とも高く、生息個体数を
拡大させると危険です。 

方針 2 在来生物の保全 

 

在来生物の保全の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

75 種 63 種 57 種 
 

水生生物調査において出現した在来生物（底生生物及び魚類）の種類について、現状維持（平成 24 年度値）を基準とします 

市域では都市化や緑地の減少などにより、在来生物の種類も減少する可能性が高まってきていま

すが、調査ごとの多摩川の水生生物の出現数にはばらつきがあるものの、全体として生物相は豊か

で、近年は在来種が減少している状況は見受けられておりません。 

今後も市民・事業者・市が一体となって、在来生

物を保全し、地域の種や遺伝子の多様性を守ってい

くことが求めらます。 

 

 

 

 

 

 

 

方針 3 外来種対策 

 

外来種対策の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

3 種 3 種 3 種 
 

市内において確認されている特定外来生物及び侵略的外来種の種類について、現状維持を基準とします 

外来種とは、他の地域から入ってきた生物のことをいいます。外来種のうち、外来生物法によ

って特定外来生物に指定されているものは、許可されている場

合を除き、輸入、飼育、保管などや野外へ放つ、植える及び蒔

くことも禁止されています。市内の状況を見てみますと、特定

外来生物であるウシガエル、ガビチョウ、アライグマの出現が

市民等からの連絡により確認されていますが、今のところ生態

系への大きな悪影響は確認されていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

在来種のカジカ（左）とアカザ（右） 

16％後退 

達成中 

管理指標の達成水準 

管理指標の達成水準 
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方針 4 市街地における生態系の確保 

 

市街地における生態系の確保の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

31,330.47 m2 34,836.90m2 48,150.82m2 
 

達成度合いは、平成 19 年度以降の宅地開発等指導要綱及び緑化助成制度による緑化面積累計値について年平均 3%

を基準とします 

市内には、ＪＲ青梅線の西側には、市内のみどりの骨格となっている崖線を中心に、帯状に続

く寺社林、畑や雑木林、公園などが点在しており、多くの自然資源が保全され、都市化が進む中

で生態系を確保する貴重な空間となっています。 

ＪＲ青梅線東側については、工業地域、

商業地域や住宅地域が広がる都市化が進

んだ地域となっており、昔からあるみどり

はごく限定的となっている一方で、工場等

の設置や開発行為における緑化により、新

たなみどりも創出され、生態系を守る取り

組みもされています。 

市では、昔からの武蔵野の面影を残すみ

どりを保全しつつ、新たなみどりを創出す

る際には、地域在来種による緑化について、

市民・事業者とともに取り組んでいます。 

今後も、引き続き、多様な生物が共生で

きる生態系という観点をもって、総合的に

緑化を進めていくことが求められていま

す。 

 

  

1.4％改善 

管理指標の達成水準 

市民の方が作られたビオトープ。 

虫や鳥が集まります。 

写真の中央部、斜めに伸びる JR 青梅線。 

西側（写真左側）には、崖線や田園による大きな

みどりが見えます。 

東側（写真右側）には、工場や公園によって、ま

とまったみどりがあることが分かります。 

市街地での生態系を確保していくため、生物が移

動することができる、みどりのネットワークを作

っていくことも重要です。 

【国土地理院航空写真：平成 20 年】 
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羽村市動物公園 

羽村第三中学校 

横田基地内 

富士見公園 

水木公園 

堰下レクリエーション広場 

水上公園 

羽村西小学校 

小作台小学校 小作駅 武蔵野公園 

羽村市役所 

羽加美緑地公園 

羽村第一中学校 

羽村東小学校 

羽村駅 

羽村第二中学校 

羽村市生涯学習センターゆとろぎ 
羽村市図書館 
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３ 地球環境分野 

基本目標：みんなと地球にやさしい、スマートなまち 

すべての人が環境の大切さを考え、枯渇性資源を利用したエネルギーの使用の合理化と再

生可能エネルギーの利用拡大を進め、環境負荷の少ない、地球と生物にやさしい、スマート

なまちを創ります。 

 

 

 

 

 

 

方針 1 地球温暖化対策の推進 

 

地球温暖化対策の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

0.83 0.82 1.00  

地域推進計画の進捗指数は、市域からの温室効果ガス排出量とエネルギー使用量について、目標年次である 

平成 32 年度の目標量 232kt-CO2（ｷﾛﾄﾝ単位の二酸化炭素換算量）と 3,002TJ（ﾃﾗｼﾞｭｰﾙ、熱量換算量） 

を達成するために必要な各年度の 2 要素の目標量と実績の達成率を指数化したものです 

 地球温暖化対策の主たるものは、温室効果ガスの削減であり、温室効果ガスのうち二酸化炭素

が 95％程の割合を占めており、地球温暖化の最大要因とされています。市内では、地球温暖化

の影響による、生態系の分布の変化、大雨の発生頻度の増加、農作物の生育不良等の顕在化まで

には至っておりませんが、対策が進まなければ、今後は顕在化する恐れがあります。 

市では、市域から温室効果ガスの排出量を

削減するため、「羽村市地球温暖化対策地域推

進計画」を策定し、対策を進めていますが、

東日本大震災、景気動向や電力事情の影響に

より目標に達しておりません。 

 

左記の表は温室効果ガス排出量・エネルギー使用量

の各要素について各年度の目標水準と比較し、指数化

した値です。 

  

地 球 温 暖 化 対 策 

地球温暖化を防止するため、羽村市地球温暖化対策地域推進計画に基づき、取

り組みを推進し、市域から生じる温室効果ガスを削減します。 

パリ協定…平成 27 年 12 月 12 日に締結された、気候変動抑制に関する多国間の国際的な協定。2020

年以降の地球温暖化対策を定めています。気候変動枠組条約に加盟する全 196 か国すべてが参加する

枠組みとしては、世界初です！ 

1.2%後退 

管理指標の達成水準 
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方針 1 枯渇性資源を利用したエネルギーの使用の合理化 

 

枯渇性資源を利用したエネルギーの使用の合理化の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

3,864TJ 3,923TJ 

  

3,002TJ 

      

 

達成度合いは、オール東京 62 市区町村共同事業「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」による羽村市内の 

エネルギー消費量を熱量換算したものについて、地域推進計画の達成に必要な 3,002TJ とします 

 枯渇性資源を利用したエネルギーとは、天然資源（石油・石炭・ガスなど）を利用して発生さ

せるエネルギーのことをいい、多くは燃焼などによってエネルギーを抽出することから、その結

果生じる温室効果ガスの発生と資源の枯渇という問題を併せもっています。 

 市では、第四次羽村市長期総合計画や第 1 次の環境基本計画などにより、枯渇性エネルギーの

使用を合理化、省エネ化を、市民等や事業者等と協働して推進してきました。今後は、よりエネ

ルギーの省エネ化が求められていきます。 

右の表のうち、平成 22 年値（平

成 20 年実績）のエネルギー使用量

の減少は、世界金融不況といわれる

景気後退期（アメリカの金融機関破

たん、“リーマンショック”）の影響

による産業部門のエネルギー使用

機器の稼働の低下が主な要因です。 

平成 23 年値（平成 21 年実績）

からは、デジャブ景気などの景気拡

張期であり、産業部門のエネルギー

使用機器の稼働の回復による増加

が主な要因です。 

市域のエネルギー使用動向は、産業部門の影響を強く受けることが特性として挙げられ、経済

の状況に左右される要素も多くあるので、経済発展とエネルギー使用量が分離する（デカップリ

ングといいます。）よう、市民・事業者・市が一体となって、省エネ化を一層推進していくことが

求められます。 

  

化石燃料ってあと何年分あるの？ 

石油 53 年 

天然ガス 56 年 

石炭 109 年 

（出典:BP 統計 2013） 

  

                      （出典：電気事業連合会） 

エ ネ ル ギ ー 対 策 

枯渇性資源を利用したエネルギーの使用の合理化と再生可能エネルギーの利

用拡大を図り、地球と生物にやさしいエネルギー社会を目指します。 

1.5％改善 

管理指標の達成水準 
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方針 2 再生可能エネルギーの利用拡大 

 

再生可能エネルギー利用拡大の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

497 件 529 件 1,000 件 
 

達成度合いは、市域にて再生可能エネルギー利用設備を設置している件数（国・東京都・市による市民・ 

事業者の助成等対象件数）について、現在の助成制度の状況から 1,000 件を基準とします 

  再生可能エネルギーには、太陽光、太陽熱、風力、波力、潮力、流水、地熱、バイオマスな

どがありますが、これらは自然のプロセスの中から生じているため、地球上の二酸化炭素を増

やすことがなく、枯渇性エネルギーのような有限的性質もないため、地球環境への負荷を低減

することが可能な資源です。 

  市内における、再エネの利用としては、太陽光を利用した発電、太陽熱を利用した給湯、小

型風力発電などがありますが、その大多数が、市内の再エネのうち最もエネルギーが存在し、

利用することが可能な量がある太陽光と太陽熱の利用です。 

  市では、平成 14 年度から太陽光発電システム設置費助成制度を開始し、平成 27 年度から

は再生可能エネルギーを利用する設備の対象を増やし、レベルアップした「羽村市創省エネル

ギー化助成制度」を開始し、太陽光発電システム、太陽熱利用システムや木質バイオマス利用

設備の導入への助成を行っています。 

 

 

 

  

創省エネルギー化助成制度ってなあに？ 
 市では、これまで太陽光発電システムや住宅の省エネリフォームへの助成を行ってきましたが、これら

を一本化してレベルアップした、日本でも珍しい独創的な助成制度を平成 26 年度から開始しました。 

【助成メニュー】 

太陽光発電システム／太陽熱利用給湯システム／家庭用ガス発電給湯システム 

家庭用燃料電池給湯システム／小規模コージェネレーションシステム／木質バイオマス利用設備 

LED 照明改修工事／浴室および浴槽の高断熱化改修工事／トイレの節水改修工事／高遮熱塗装改修工事 

次世代自動車導入（電気自動車・燃料電池自動車など）／次世代自動車用エネルギー供給設備導入 

など 

【エコポイント】 

 助成は、市内での買い物に利用できる「エコポイント」として付与します。 

 助成した金額が、市内で使われるため、市内での消費喚起にもつながっています！ 

6.4%改善 

管理指標の達成水準 

市役所屋上の太陽光発電システム 

平成 27 年 12 月より稼働しています。 
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方針 1 スマートグリッド形成の研究と整備 

 

スマートグリッド形成の研究と整備の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

0％ 0％ 50％ 
 

達成度合いは、スマートメーター世帯普及率について、電気事業者の普及計画から普及率 50%を基準とします 

                      羽村市環境とみどりの基本計画におけるスマ

ートグリッドとは、「地域特性を踏まえたうえで、

従来からの集中型電源と送電系統との一体運用

に加え、情報通信技術の活用により、太陽光発

電等の分散型電源や消費者の情報を統合・活用

して、高効率、高品質、高信頼度の電力供給シ

ステムの実現を目指すもの」としています。 

普及率については、電気事業者から公表され

次第、お知らせしていきます。 

 

スマートメーターの概念図 

 

 

 

 

 

経済産業省スマートメーター制度検討会（第 1 回）配付資料より抜粋引用 

ス マ ー ト ラ イ フ 

スマートグリッド、スマート交通システムなど先端の情報・環境技術を積

極的に導入し、市民生活の利便性を向上させつつ、人がスマートに暮らす、

地球と生物にやさしいまちを創出します。 

横ばい 

管理指標の達成水準 
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方針 2 スマート交通システムの研究と整備 

 

スマート交通システムの研究と整備の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

167,585 人 181,626 人 168,044 人 
 

達成度合いは、はむらんの利用者数について年平均 1%を基準とします 

環境とみどりの基本計画におけるスマ

ート交通システムとは、「公共交通機関と

個人の保有車両について、市民等の生活の

質を向上しつつ、環境負荷低減を可能とす

る交通システム」のことを言います。 

市内を走るコミュニティバスはむらん

には電気バスもあり、CO2 フリー走行な

どのスマート交通システムの構築を進め

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.4％改善 

AZEMS
エイゼムス

プロジェクト スタート！ 

市域の地球温暖化防止施策

の 運 輸 部 門 対 策 で あ る

AZEMS プロジェクト。 

市民のＱＯＬ（quality of life＝

生活の質）の向上と、都市部の限ら

れた空間という特性に適したスマ

ート交通システムを構築していく

ことで、自動車交通のゼロ・カーボ

ン化に取り組んでいます。 

平成 27 年 12 月に運用を開始し

た AZEMS は、太陽光発電システム

と多段的に用いたリチウムイオン

二次電池により、マイクログリッド

化された CO2 フリーの電気自動車

用の急速充電システムを構築する

とともに約 50kW の発電能力か

ら、100kW のエネルギー出力（急

速充電）も可能にしており、都市部

に適したコンパクトなスマート交

通システムとして実現しました。 

CO2 フリー急速充電は、羽村

市内を走るコミュニティバスの

「電気バスはむらん」と一般の

電気自動車に使用しており、CO2

の削減効果は最大で 100 トン以

上にもなります！ 

管理指標の達成水準 



60 
 

方針 3 次世代自動車とエネルギー供給インフラの推進 

 

次世代自動車とエネルギー供給インフラの整備の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

4 カ所 5 カ所 4 カ所 
 

達成度合いは、市域の一般開放型の次世代自動車用エネルギー供給インフラ 4 カ所を基準とします 

  次世代自動車は、環境に配慮した地球にやさしい自動車であり、スマート交通システムの中

核を担うものです。しかし、次世代自動車は、従来の自動車と異なり、駆動方式（原動機）や

駆動させるためのエネルギーが新しいものが多く、全国的にエネルギー供給インフラ整備が待

たれています。 

 市内には、自動車販売店、ビジネスホ

テル、薬局や市役所駐車場などに設置さ

れています。 

従来のガソリンスタンドと比較する

とかなり少ない状況です。 

市民・事業者・国・東京都等と連携・

協力して、次世代自動車用エネルギー供

給インフラの整備を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太陽光で発電した電力で電気自動車を走らせよう！ 

 平成 27 年 12 月 7 日より AZEMS をスタートし、太陽光の電力を「電気バスはむらん」や電

気自動車に直接供給することで、自動車走行の完全 CO2 フリー化を実現しました。 

 平成 28 年 3 月現在、市役所第二２駐車場で利用できる CO2 フリー給電は、皆さんの電気自

動車でも無料でご利用いただけます。 

 

 ■市役所周辺地図 

25％改善 

管理指標の達成水準 
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４ 環境情報分野 

基本目標：すべての人が環境を考え、学び、助け合う、実践・行動の
まち 

すべての人がつながり、環境について自ら考え、ともに学び、ともに助け合い、絆をもっ

て、みんなが輝く環境のまちを創ります。 

 

 

 

 

方針 1 多様な主体と連携してすすめる環境学習の推進 

 

多様な主体と連携してすすめる環境学習の推進の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

5 5 

 

 

8 
 

多様な主体と連携して行っている環境学習関連の事業数 

 市内では、環境問題を改善するために、環

境学習を行う市民等や事業所等が増えること

により、地域や多様な主体と連携した環境学

習機会創出のニーズが増えています。 

 市では、地域や多様な主体と連携し、小中

学校における環境学習、みどりの環境教室や

ホタル観察会などを行っております。 

今後も多様な主体と連携して、環境学習の

推進を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

誰もが生涯を通じて環境を学べるよう、事業者、学校、団体等と連携、協力、

協働し、環境学習に積極的なまちを創出します。 

環 境 学 習 

＜環境フェスティバル＞平成 27 年 6 月 6 日 参加者約 3,500 人 

＜ホタル観察会＞平成 27 年 6 月 20 日 参加者約 565 人 

＜水辺観察会＞平成 27 年 8 月 11 日 参加者 29 人 

＜みどりの環境教室＞平成 27 年 11 月 15 日 

市内の環境保全活動団体より講師を招き、市内の植生や野鳥の環境学習の実施を計画したが荒天

のため、参加者の安全を考慮し中止。 

＜リユース食器事業＞ 

貸出件数 49 件 参加者数 16,230 人 貸出食器数 34,057 個 

年間二酸化炭素排出量削減値 2,379.66kg-CO2 

横ばい 

管理指標の達成水準 
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方針 1 多様な主体と協働した環境活動の推進 

 

多様な主体と連携した環境活動の推進の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

6 6 9 
 

平成 27 年度事業に関連のある環境活動団体の数 ⇒ 羽村蛍研究会、稲荷緑地の会、美原里山保存会、エコネットは
むら、羽村みどり東京計画実行委員会、羽村市環境フェスティバル実行委員会 

 

市では、これまで花いっぱい運動や町内

会・自治会による環境美化活動など、多様

な主体と協働した環境活動を推進してきま

した。 

平成 24 年度から開催している羽村市環

境フェスティバルにおいても、市民・事業

者・団体・小中学校・大学などの多様な主

体と連携して実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誰もが環境活動に携われるよう、地域と連携したみんなで活動できる機会を充

実し、環境活動が盛んなまちを創出します。 

環 境 活 動 

平成 27 年度の実施事業に関連のある環境団体 

羽村蛍研究会／稲荷緑地の会／ 

美原里山保存会／エコネットはむら／ 

羽村みどり東京計画実行委員会／ 

羽村市環境フェスティバル実行委員会 

左：稲荷緑地の会 
右上：エコネットはむら 
右下：美原里山保存会 

横ばい 

管理指標の達成水準 
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方針 2 体験型環境活動の推進 

 

体験型環境活動の推進の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

5 7 7 
 

 環境学習要素をもつ体験型の環境活動に関連する事業数 
⇒ホタル観察会、水辺観察会、みどりの環境教室、環境フェスティバル、羽村×八丈エコ教室、 
グリーンカーテン作り講習会、雨水利用の講習会 

 

体験型の環境活動は、参加者が自ら様々

な環境や生物に触れ、学び、感じる“体験”

によって、知識だけではなく、環境の大切

さ、自然の大きさ、生物とのつながりなど

を心と体で学ぶことができる重要な機会で

す。 

市では、環境学習とあわせ、市民・事業

者と協働した体験型の環境活動（イベント）

を実施しています。 

今後も、自然環境などと触れ合う体験型

の環境活動を市民・事業者・市が一体とな

って推進していけるよう、努めていきます。 

 

 

  

40％改善 

管理指標の達成水準 

羽中四丁目・羽加美四丁目の農地で育てられ

ている大賀ハス。地域の方や多くの方々によ

って保全されています。 

市内を流れる多摩川の生物を観察し、生息状況

や水質の状態を学ぶ「水辺観察会」の様子。 

羽加美四丁目にある蛍養殖地とその周辺の自然環

境は、地域の方々とともに保全され、「ホタル観察

会」では、ホタルが生息する自然環境にふれるこ

とができます。 

夏休みに実施している「羽村×八丈エコ教室」。 

同じ東京都内でありながら大きく異なる環境の羽

村と八丈島で、五感を目一杯使い、環境の違い（生

物多様性）を心・体・頭で学びます。 
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方針 1 地域環境リーダーの育成 

 

地域環境リーダーの育成の進捗 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

55 人 68 人 50 人 
 

 地域環境リーダー育成に関連する事業に携わったリーダー等参加者数の累計 

（27 年度関連事業 羽村×八丈エコ教室、羽村みどり東京計画実行委員会、環境フェスティバル実行委員会など） 

地域環境リーダーとは、環境問題の改

善に際して、地域のリーダーとなる人材

や環境学習、環境活動の際に中心的に活

動することができる人材のことを指しま

す。 

市では、地域や多様な主体と協働した

環境学習や環境活動を推進するとともに、

環境学習や環境活動の事業に企画・運営

する機会を設け、継続して環境に関する

事業に携わり、環境活動等のリーダーと

なる人材の育成に努めています。 

これらの地域環境リーダー育成に関わ

った参加者は、これまで培った知識や体

験を生かして、ボランティア活動や企業

活動などに携わる方、市の事業に継続し

て協働する方など、多岐に渡って活躍し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

環境学習、環境活動における引率的役割を担える人材を育成するため、人材育

成機会を創出します。 

人 材 育 成 

23.6％改善 

市内の環境活動団体「エコネットはむら」

などとの協働による竹炭づくりのようす。 

地域環境リーダーがイベントを主導し、新

しい地域環境リーダーの育成にも努めてい

ます。 

多様な環境活動事業に参加し、企画・運営に携わってくれた青

年層の参加者は、次代の地域環境リーダーとして期待されま

す。参加した方々は、現在も、様々な立場、場所や方法にて、

活躍しています。 

管理指標の達成水準 
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方針 1 環境・みどり・生物多様性に関する情報の発信の推進 

 

環境・みどり・生物多様性に関する情報の発信の推進 

管
理
指
標 

26 年度値 27 年度値 計画の達成度合い 進捗状況 

40,571 件 31,503 件 36,385 件  

達成度合いは、羽村市公式サイトにおける環境関連コンテンツ数を充実し閲覧者数の増加を図り、年平均 2%を基準と

します 

環境問題や環境の保全に資する学習・活動などを、市民・事業者・市等が協働して推進するた

めには、相互に環境に関する情

報を共有化する必要があります

が、高度情報通信ネットワーク

や情報通信技術の進展に伴って

情報量が拡大するとともに、科

学的知見に基づかないなど、正

確な情報であるか判別できない

情報も多く存在するようになっ

ていることから、環境関連情報

の取得の利便性の向上と情報の

正確さの向上が求められます。 

また、市では、羽村市公式サイ

トにおける環境関連コンテンツの閲覧者数が飛

躍的に向上しており環境関連情報の取得に高度

情報通信ネットワークを選択する人が増えてい

ることが伺える状況ともなっています。 

今後も、市民・事業者・市が一体となって、

環境関連情報の取得の利便性の向上と根拠に基

づいた正確な環境関連情報の発信を推進してい

くとともに、正確な環境関連情報を取得に努め

ていくことも求められます。 

 

 

 

 

環境に関する情報を収集し、適切に情報提供されるまちを創出します。 

情 報 発 信 

22.4%後退 

管理指標の達成水準 

羽村市公式サイトにおける環境関連コンテンツ。（右） 

コンテンツの見やすさ、情報の見つけやすさ、情報の正確さの

一層の向上を図るよう、更改をすすめています。 



 
 

あとがき 

 この報告書は、平成 2７年度の本市における環境行政の概要について平成２８年度

中にまとめたものですが、みなさまのご意見を反映して全面的な内容のレベルアップ

を図るために発行を先送りし、平成２９年度中に編纂したものです。 

この報告書をご活用いただき、環境行政に対するご理解と、環境への関心を深めて

いただくための一助となれば幸いです。 

 本報告書は、羽村市環境基本条例に基づき作成し、羽村市環境とみどりの基本計画、

羽村市環境マネジメントシステム等との整合を図ったものです。 

 

                                       平成３０年１月 

羽村市産業環境部環境保全課 
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